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I. 平成 13 年度事業概要
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調 査 の 理 由 と 工 程

1. 発掘調査
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調査の期間 調査担当者

01.9-01.10 服部・木川・武部

01.4-01.6 服部・織部・川添

01.11-02.3

01.04-01.8 竹内・武部・鈴木（裕）

01.6-01.9 竹内・池本・成瀬

01.10-02.3 竹内・永井邦・成瀬

01.5-01.9 石黒・松田・堀田

01.11-02.3 赤塚・樋上・皆見・蔭山

01.7-01.10 服部・藤岡・川添

01.8-01.10 服部・藤岡・川添

01.11-02.3 赤塚・樋上・皆見・蔭山

01.10-02.2

01.4-01.5 石黒・鵜飼・早野

01.10-02.3 服部・木川・武部

01.10-01.11

01.11-01.12

01.4-01.10 服部・宇佐見・織部・藤岡

02.1-02.3

01.4 赤塚・皆見

石黒・松田・堀田

01.5-01.6 赤塚・武井・皆見

01.10-01.11 竹内・宮腰・武井

02.1-02.2

竹内・池本・鈴木（裕）01.10-02.3

01.6-0110 石黒・鵜飼・早野

調査委託者 調査の理由 遺跡名 面積（㎡）

国土交通省 愛知国道工事事務所 東海環状自動車道 八王子遺跡

巡間E窯跡

鶯窯跡

名四国道工事事務所 御船城跡

矢並下本城跡

153号線足助BP 城山城跡

中部地方整備局営繕部 名古屋地裁執行部・簡裁交通部合 名古屋城三の丸遺跡

日本道路公団 近畿自動車道清州東JC 朝日遺跡

東海環状自動車道 中洞窯跡

宇トゲ窯跡

名古屋高速道路公社 県道高速清洲一宮線 朝日遺跡

中之郷北遺跡

伝法寺本郷遺跡

県建設部 道路建設課 道路改良工事（国道363号線） 上品野蟹川遺跡

瀬戸環状線 大坪西遺跡

吉野遺跡

瀬戸設楽線 惣作・鐘場遺跡

凧山屋敷遺跡

岩崎名古屋線 西田面遺跡範囲確認調査

三ヶ所遺跡

知多横断道路 四池A古窯

道路維持課 緊急地方道整備事業自転車歩行者
道路設置工事（安城碧南線） 東端城跡

河川課 五条川改修 清洲城下町遺跡

鹿乗川改修 上橋下遺跡

下水道課 五条川右岸流域下水 権現山遺跡

同庁舎

服部・織部・川添

石黒・宇佐見・早野

服部・宇佐見・織部

服部・宇佐見・藤岡

服部・宇佐見・藤岡

01.10-01.12

石黒・松田・堀田

47,832計 24遺跡
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2. 整理・報告書編集

3. 平成 13年度刊行物

調査委託者 調査の理由 遺跡名 整理･報告 調査面積
　（m2）

調査年度

水入遺跡 67,850 平成10・11年度

日本道路公団
第二東海自動車道 本川遺跡 15,500 平成10年度

猫島遺跡 33,000 平成11・12年度

国土交通省 東海環状自動車道 鶯窯跡 1,300 平成10・11年度

郷上遺跡 27,000 平成9・10年度

日本道路公団 第二東海自動車道 今町遺跡 8,800 平成10・12年度

矢迫遺跡 3,500 平成9年度

日本道路公団
県建設部道路建設課 東海北陸自動車道 八王子遺跡 23,740 平成7～9年度

国土交通省 名古屋工業技術研究所内環境
整備 平手町遺跡 1,500 平成11年度

県建設部道路建設課 県道一宮弥富線 川田遺跡 1,800 平成11年度

県建設部河川課 五条川改修 6,800 平成7～9年度

県道路公社 猿投グリーンロード 上ノ段遺跡 1,050 平成11・12年度

整理

報告

清洲城下町遺跡

近畿自動車道清洲東JC 朝日遺跡 平成13年度1,702

県企業庁 内陸用地造成 西川原古墳 500 平成11年度

計 14遺跡

 第 90 集	 志賀公園遺跡
 第 91集	 川原遺跡	
 第 92 集	 八王子遺跡	
 第 93 集	 苅安賀遺跡
 第 94集	 岡島遺跡 II･ 大毛池田遺跡 II	
 第 95 集	 牛牧遺跡	
 第 96 集	 天神前遺跡
 第 97集	 大脇城遺跡 II
第 106 集	 西川原古墳	

埋蔵文化財調査報告書（計 9冊）

平成 13年度 愛知県埋蔵文化財センター 年報

まいぶん愛知 no.65 〜 68
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平成 13年度　調査遺跡位置図

１	権現山遺跡
２	伝法寺本郷遺跡
３	中之郷北遺跡
４	清洲城下町遺跡
５	朝日遺跡
６	名古屋城三の丸遺跡
７	三ヶ所遺跡
８	四池Ａ古窯
９	東端城跡
10	上橋下遺跡

11上品野蟹川遺跡
12宇トゲ窯跡
13中洞窯跡
14鶯窯跡
15八王子遺跡
16凧山屋敷遺跡
17巡間Ｅ窯跡
18惣作・鐘場遺跡
19吉野遺跡
20大坪西遺跡
21城山城跡
22矢並下本城跡
23御船城跡

国土地理院 1/2.5 万地図「清洲」

国土地理院 1/2.5 万地図「一宮・清洲」

国土地理院 1/2.5 万地図「名古屋北部

国土地理院 1/2.5 万地図「平針」
国土地理院 1/2.5 万地図「常滑」  
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国土地理院 1/2.5 万地図「高蔵寺・多治見・瀬戸・猿投山」

国土地理院 1/2.5 万「西尾」
国土地理院 1/2.5 万地図「安城」

国土地理院 1/2.5 万地図「足助」

国土地理院 1/2.5 万地図「豊田北部」

国土地理院 1/2.5 万地図「豊田北部」





II. 遺跡調査の概要



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

8

名
な ご や じ ょ う さ ん の ま る

古屋城三の丸遺跡
名古屋市中区三の丸地内
名古屋地方裁判所執行部・
簡易家庭裁判所交通部合同庁舎建設
平成 13年５月〜９月

1,000 ㎡

石黒立人・松田　訓・堀田剛史

　調査は国土交通省中部地方整備局による名古屋地方裁判所執行部・簡易家庭裁判所交通
部合同庁舎（仮称）建設に伴う事前調査として、愛知県教育委員会を通じた委託事業とし
て、平成 13年５月 7日から９月７日にかけて実施した。調査面積は 1,000 ㎡である。
 名古屋市は、木曽三川（木曽・長良・揖斐）などによって形成された濃尾平野の南端及
び、名古屋台地、尾張丘陵などに市域を広げる。名古屋城は名古屋台地の北西端に立地し、
北西側に広がる沖積地との標高差を利用して築城されている。名古屋城三の丸遺跡は、こ
の名古屋城の南側に位置している。現地表高は、13ｍを測る。
 今回の調査でこれまでに確認された遺構は、戦国時代の溝が約 10 条、近世の土坑約
200 基、井戸５基、かまど施設の基底部と思われるものなどである。
　戦国時代の遺構では、主として溝が検出された。これらは、東西、南北の方位にほぼ合
わせられており、規模も本遺跡で過去に確認されたこの時代の溝としては中・小規模程度
のものであり、城の防備的性格を想起させる大規模なものとは異なり、屋敷などの区画に
伴うものと考えられる。戦国期の遺物では、瀬戸・美濃産陶器碗、皿、土器皿、鍋、釜の
破片が確認できたが、わずかな量であった。
　近世の遺構では、屋敷跡に関連するものが検出された。本調査地点では、坪間路顕帖（名
古屋市博物館蔵）などの記述から想定されていた屋敷境の位置に、南北方向の石組みを伴
う近世後期の溝跡、これと間隔を開けることなく幅狭で深い掘り込みが併行して検出され
た。幅狭で深い掘り込みは、塀の基礎工事に伴うものと思われる。土坑では、東西方向に
３列の土坑列が検出された。この東西土坑列は南北方向では並ばず、南に向かって隣列と
は互い違いに検出された。埋土はいずれもしまりの少ない砂混じりの斑土で、人為的に一
度に埋められた様相を示しており、庭木の移設痕などが推測される。素掘りの井戸跡は、
いずれも調査地点南東部に集中して検出され、かまど施設の基底部と思われる遺構は、
板状の石を敷いてその周囲を粘土で囲った痕跡が認められ、周辺に焼土、炭化物が混在し
た。
　近世の遺物では、瀬戸・美濃産陶磁器、肥前産陶磁器の碗、皿、鉢類を中心とし、瓦、
土器皿、焼塩壺等の出土が認められた。	 （松田　訓）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「名古屋北部」）
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調査区遠景（南から） 上面全景（南西から）

カマド施設基礎部か 溝遺物出土状況

屋敷境溝（北から） 移植痕か（北から）

写真測量風景 現地説明会風景



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

10

伝
でんぽうじほんごう

法寺本郷遺跡

調査地点（1/2.5 万「一宮」）

一宮市丹陽町伝法寺地内

県道高速清洲一宮線建設

平成 13年 4月〜 6月、9月

1,600 ㎡

石黒立人・鵜飼雅弘・早野浩二

　伝法寺本郷遺跡は、一宮市丹陽町伝法寺地内に位置する。本遺跡の発掘調査は県道高速
清洲一宮線建設の事前調査として、名古屋高速道路公社より愛知県教育委員会を通じた委
託事業として行った。調査対象は橋脚部分のみ７工区、合計 1,600 ㎡で、国道 22号線伝
法寺交差点の以北にＡ〜Ｃ区の３調査区、以南にＤ〜Ｇ区の４調査区を設定し、Ａ〜Ｄ区
を平成 13年４月から６月、Ｅ〜Ｇ区を平成 13年９月にそれぞれ調査を実施した。
　本遺跡は自然堤防と後背湿地が連続する五条川右岸、標高６ｍ前後の沖積平野に立地す
る。周辺には北東 1.5 ㎞圏内に伝法寺廃寺、元屋敷遺跡、伝法寺野田遺跡、権現山遺跡な
ど、弥生時代から古代にかけての遺跡が点在する。
　調査の結果、本遺跡は古代・中世を中心とする時期の遺跡であることが判明した。古代
の遺物包含層と遺構は古い微高地に相当するＤ区において濃密で、その周囲の調査区は後
背地あるいは旧河道に相当する。中世には沖積化の進行によって新たに微高地化したＡ・
Ｂ区を中心に遺構が展開する。
　Ａ・Ｂ区は古代においては旧河道域に相当する。この旧河道は中世に至るまでには埋没
し、その周辺は微高地化する。この微高地を形成する粗粒砂層の上面では中世の遺構が検
出された。Ａ区ではほぼ南北方位をとる溝群を検出し、これらの溝群は中世から近世にか
けて幾度も再掘削されたことも確認された。なお、Ａ区の河道からは大量の自然木ととも
に黒笹 14号窯期の灰釉陶器椀が出土している。
　Ｃ区の大部分は後背地に相当し、近世以降の水田を検出したのみにとまる。一方でＣ区
の南東部からＤ区にかけては古い微高地が広がり、Ｄ区では竪穴住居２棟（ＳＢ 01、Ｓ
Ｂ 02）をはじめとする古代の遺構群を検出した。ＳＢ 02 では竈が比較的良好に残存し
ており、燃焼部の火床面では須恵器無台椀が伏せ置かれた状態で出土した。これらの遺構
の時期は折戸 10号窯期を中心とする。
　Ｃ区の下層では、黒〜黒褐色粘土の上面において小区画水田を検出した。作土および床
土からは土師器の細片がえられたのみで、水田の時期は明確にされないが、他遺跡の水田
遺構との比較から、古墳時代の可能性が高いと考えられる。なお、この黒〜黒褐色粘土層
はＢ区の南東部からＧ区にかけて広範囲に認められることから、遺跡周辺には広大な水田
景観が広がっていたものと推測される。
　Ｅ・Ｆ・Ｇ区では、近世以降の水田と島畠が連続して検出されるのみで、遺構、遺物と
もきわめて希薄であった。	 （鵜飼雅弘・早野浩二）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

A ・ B 区

C ･ D 区

E ･ F ･ G 区
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

伝法寺交差点

Ｎ

至名古屋

至岐阜

調査区配置図（1：3000）

D 区 全景（古代〜中世） D 区 SB02 竈

C 区 古墳時代水田

A 区 旧河道出土灰釉陶器椀

A 区 全景（中世）



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者
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上
かみしなのかにかわ

品野蟹川遺跡
瀬戸市上品野町地内

国道 363 号線道路改良工事

平成 13年 10月〜平成 14年３月

5,550 ㎡

服部信博・木川正夫・武部真木

 調査は国道 363 号線道路改良工事の事前調査として愛知県建設部道路建設課より愛知
県教育委員会を通じた委託事業として本年度はＡ , Ｂ , Ｃ , Ｄの調査区に分割して実施し
た。これまでに（財）瀬戸市埋蔵文化財センターによって平成７年と平成 10年に調査さ
れ、愛知県埋蔵文化財センターでは平成 11年度より調査を継続している。
 遺跡は水野川と蟹川が合流する地点付近の標高 180m前後の沖積地に立地している。
現況は水田地帯であるが、近隣住民によれば戦時中は沼地であったのを改良し、芋などを
栽培していたという。遺跡東方の丘陵上には中世城館跡の桑下城跡が、南方約 0.5 ㎞には
旧石器〜近世の複合遺跡である上品野遺跡などが分布する。
 調査範囲は、河川合流部付近に形成された平坦地の西北端に相当し、これまでに旧蟹川
と思われる自然流路と丘陵斜面、自然流路に挟まれた微高地などの地形が確認されてい
る。今回の調査地点はＡ区とＣ a区の一部を除いてほぼ全体が自然流路に含まれることが
わかった。また、Ａ区の丘陵斜面では自然流路の縁に沿うように幅約２m、深さ 0.8 ｍの
溝 SD01 を検出した。
 自然流路は暗褐色砂質土層と青灰色粗粒砂〜シルト層が拳大の礫層をはさんで堆積して
おり、表層では近世〜近代の陶磁器や窯道具、上層の暗褐色粗粒砂層からは鎌倉〜戦国時
代の灰釉系陶器椀、小皿類と瀬戸・美濃産陶器、下層の暗褐色土層からは８世紀後半〜９
世紀代を中心とした須恵器、灰釉陶器が含まれる。
 注目すべき資料としてＢ , Ｄ区自然流路の主に下層から「文室門」（ふんやのもん）と
墨書された陶器が合計４点出土している。灰釉陶器椀または皿が３点（Ｋ -14 が２点、
Ｋ -90 が１点）と須恵器椀１点であり、字体や筆致から２つのグループに分けられる。須
恵器の墨書はＫ -14の時期のものに近い。その他にも判読不能の古代の墨書２点がある。
また、鉄鏃２点（Ｂ , Ｃ区）、川岸に近い浅瀬で陽物形木製品１点（Ｂ区）、緑釉陶器皿
１点を検出した。昨年度調査では「山寺」「山」「阿」と「門」が判読できる墨書灰釉陶
器が出土しており、平安時代竪穴住居１棟とピット群が検出された 00Ａ区に隣接する今
年度Ｃ a区に遺物の集中が認められる。「文室門」の意味は不明であるが、数少ない出土
遺物の中でも墨書陶器の割合は高く、また川縁に単独で建つ住居もやや不自然な立地と感
じられ、周辺が何らかの祭祀に関わる地点（施設）であった可能性が考えられる。
 なお、包含層より古墳時代の土師器小型壺（松河戸 II）１点、古代の流路下層より青灰
色粗粒砂〜粘土質シルト層を約１m掘り下げたところで縄文土器（後期）を検出した。
                                   （ 武 部 真

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「多治見 ･ 猿投山」）
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Ａ区空測写真 （蛇行する SD01 の画面右側全体が自然流路）

Ｂ区全景（東から）

NR01 出土墨書灰釉陶器

1 3

32

1



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

14

中
なかぼらかま

洞窯跡
瀬戸市上品野町地内

東海環状自動車道

平成 13年７月〜 10月

1,200 ㎡

服部信博・藤岡幹根・川添和暁

　本遺跡の発掘調査は東海環状自動車道建設の事前調査として日本道路公団中部支社岐阜
工事事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。調査面積は 1,200 ㎡で
平成 13年７月から 10月にかけて実施した。
 中洞窯跡は、瀬戸市東部、上品野町の品野盆地を囲む丘陵内に位置する古窯である。水
野川の支流である中洞川の右岸、丘陵の南西斜面に立地しており、標高は 225mである。
周囲には、宇トゲ窯跡・上品野窯跡・稲荷北神社北窯跡・桑下窯跡・上品野丸山窯跡など
中世古窯が多数知られている。
 遺跡全体は中洞川の堰堤建設時にかなりの破壊を受けていたものの、調査によって、遺
跡が南西方向に開口する谷地形の斜面に立地していることが明らかになった。確認された
遺構は、窯体１基・作業施設３基 ( １基はロクロピットが見られる )・整地部分 ( 作業空
間 )・灰原である。操業の時期は古瀬戸中期 II 段階から古瀬戸中期 III 段階までと考えられ
る。窯体は谷地形方向の北東ー南西方向に作られており、整地部分は焚口から前庭部にか
けてに見られる。灰原は、前庭部から南西方向の中洞川に向かっての傾斜地に形成されて
いる。調査区北東から南西にかけて谷状地形出自の水流によって、全体的に二次堆積の様
相を呈する結果となっている。
 窯跡は燃焼室から焼成室にかけてのみが確認され、全長のおよそ２分の１のみが残存し
ている。残存部での全長は約 3.5m、最大幅は焼成室で約 2.5m、最大傾斜約 30度、最深
部は分焔柱部分で約 80㎝を測る。断割りの結果、窯壁で３回、床で４回の補修が確認で
きた。窯体の上半部は地滑りにより大きく破壊を受けており、地滑りの成因としては、大
地震や集中豪雨などによる地盤の緩みと考えられる。調査により西方向に崩落し大きく陥
没した状態で地滑り跡が検出された。
 作業施設としては３基検出された。SK06・SK07 はともに窯体東側に位置し、南側の大
部分がすでに破壊を受けていた。SK08 は窯体西側に位置するもので、長軸 130 ㎝・短軸 
110 ㎝、深さ 60㎝を測る風化花崗岩を竪穴状に掘り込んだ遺構である。遺構の中心部に
さらに長軸 35㎝・短軸 30㎝の小ピットが検出された。中心部分径 15cmほどが筒状に
土の変化が見られることから、ここがロクロの軸受け部分であったと考えれる。
　古瀬戸および山茶椀との両者がみられる。古瀬戸では椀・天目茶椀・折縁深皿・卸皿・
柄付片口・花瓶・四耳壷・瓶子・水注などの器形が、山茶椀系では椀・小皿・片口鉢が見
られる。その他、匣鉢・陶丸なども出土している。古瀬戸および山茶椀は両者とも一定量
出土しており、ともにここで生産されていたと考えられる。

調査の経過

立地と環境

調査の概要

遺 構

出 土 遺 物

調査地点（1/2.5 万「多治見 ･ 猿投山」）
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　調査により、古瀬戸中期 II 段階から III 段階にわたって操業された当時の窯業生産の場
が確認できた。尾根を越えて反対側に作られた宇トゲ窯跡が古瀬戸後期段階であり、一連
の変遷を理解できる貴重な資料となると考えられる。また、窯体には地滑りにより破壊を
受けていることが確認され、今回の特筆すべき成果として注目される。
 末尾になりましたが、中洞窯跡窯体の地滑りの評価について、愛知県立大学鈴木康弘先
生より多大なるご教示を賜りました。ここに感謝の意を表します。	（藤岡幹根・川添和暁）

調査の成果
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第１図 遺構配置図（1:400 ）
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窯創業時

崩落後 道路開鑿時
第 3 図 中洞窯跡の変遷

作業風景 窯体と地滑り部分（北西より）

発掘データ
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宇
う と げ か ま

トゲ窯跡
瀬戸市上品野町地内

東海環状自動車道

平成 13年８月〜９月

400 ㎡

服部信博・藤岡幹根・川添和暁

　本遺跡の発掘調査は東海環状自動車道建設の事前調査として日本道路公団中部支社岐阜
工事事務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。調査面積は 400 ㎡で
平成 13年８月から９月にかけて実施した。
 宇トゲ窯跡は、瀬戸市東部、上品野町の品野盆地を囲む丘陵内に位置する古窯である。
水野川の支流である大戸下川の右岸、丘陵の南西斜面に立地しており、標高は 230mであ
る。周囲には、中洞窯跡・上品野窯跡・稲荷北神社北窯跡・桑下窯跡・上品野丸山窯跡な
ど中世古窯が多数知られている。
 今回検出された遺構は作業施設１基 (SK01) と灰原である。SK01 は長軸 300 ㎝・短軸
220 ㎝・深さ 60㎝を測り、風化花崗岩を斜面部で竪穴状に掘り込んだ遺構である。埋土
の堆積状況から最低３回の使用が認められ、最上面では釉の見られない半完成品が多く出
土した。灰原は SK01 から斜面下より、12m×８mの範囲の広がりが確認でき、最深部
では約 50cmほどの堆積が認められた。灰層の堆積は壇状に堆積している状況が確認でき

調査の経過

調査の概要

立地と環境

灰層の広がり
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た一方、一部窯体推定部分からして地形的に不自然な位置にも堆積がみられる。灰層の流
れの方向は、今回の調査では東側から西側への一方向しか確認できなかった。
 古瀬戸後期の、碗・折縁深皿・皿・鉢・天目茶碗・柄付片口・香炉・合子・四耳壷・瓶
子・花瓶・水注・片口鉢・擂鉢などが出土した。
 今回の調査は遺跡範囲の東端のみであった。灰層の形成に関して、現状からでは自然の
掻き出しによる堆積とは認められない部分が存在する。この点に関して、二つの仮説を提
示できる。（１）現在は存在しない窯がかつて東側に存在していて、その灰層はこの窯か
ら由来したとするもの、（２）宇トゲ窯の窯内からの掻き出し物により人為的に整地をし、
作業スペースとして空間を確保したとするもの、である。今後出土遺物の細密な検討など
から灰層の形成を分析することによって、解明していきたい。	 ( 藤岡幹根・川添和暁 )
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鶯
うぐいすかま

窯 跡

調査地点（1/2.5 万「猿投山」）

瀬戸市岩屋町・鳥原町地内

東海環状自動車道建設

平成 13年 11月〜平成 14年 3月

300 ㎡

服部信博・川添和暁・織部匡久

　本遺跡の発掘調査は東海環状自動車道建設の事前調査として国土交通省愛知国道工事事
務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。発掘調査は平成 10年度から
継続して行われており、平成10年度は斜面の灰原末端と灰原直下の平坦部までの調査を、
平成 11年度には尾根から窯体にかけての工房跡が展開する部分と 10年度調査区の北側
灰原の調査を実施した。本年度の調査面積は 300 ㎡で窯本体とその直下の灰原を平成 13
年 11月から平成 14年 3月にかけて調査した。
　鶯窯跡は瀬戸市岩屋町及び鳥原町に所在する 14世紀後半から 15世紀前半の窯業遺跡
で、この時期の瀬戸窯を代表する窯である。また編年資料の標識遺跡としても知られてい
る。本遺跡は品野盆地から水野川支流の鳥原川沿いに南東奥へ細長くのびた谷状地形の北
側段丘に立地している。窯体は丘陵の南斜面、標高 227mから 231mに築造され、窯直
下から標高約 200mの斜面末端まで灰原が濃密に広がっている。周辺の史跡としては遺
跡東側に隣接して、境内南東の丘陵末端に遺物散布がみられる曹洞宗の洞谷山浄源寺が、
また鳥原川を上流へ進むと観光地としても著名な愛知高原国定公園岩屋堂の由来にもなっ
ている岩屋山薬師堂がある。遺跡としては縄文時代早期・前期の鳥原縄文遺跡や岩屋堂遺
跡、古墳時代以降の鳥原遺跡などがある。また平成 10年度調査区の南端平坦部分は 19
世紀の屋敷跡、浄源寺遺跡（別名源吉屋敷跡）を一部含むと考えられる。
　今年度検出された遺構に、窯体１基、工房跡４基、土坑数基、整地部分、灰原がある。
窯体 調査区北端部、丘陵の稜線より若干下部に存在している。天井の残存は見られな
かったものの、煙道部から焚口まで残存しており、残存長７m50 ㎝、最大幅は焼成室で
３mを測る。窯体検出時、燃焼部全体に硬化面がみられ、焼台の配列が確認できた。窯
本来の堀形以外に壁は２面確認でき、最終操業時の最大幅は１m80 ㎝である。床の最大
傾斜は、約 50度と非常に急勾配である。煙道部東側には、溝１条が検出されている。
工房跡 今年度検出された分では、SX06・08・09・10 がある。SX06・09・10 は近接
する遺構群であり、基底部の広範囲に多量の赤色化した焼土と炭化物が堆積していた。
SX06 は長軸３m50 ㎝・短軸２m90 ㎝・深さ約２mを測る、風化花崗岩を竪穴状に掘っ
た長方形状の遺構である。検出面より深さ１m80㎝〜１m90㎝のレベルで黄褐色土によ
る硬化面が見られ、さらに下層からは３層にわたり、炭化物・焼土・粘土を多く含む層が
確認できた。繰り返し被熱している部分は、80㎝× 60㎝ほどの範囲である。SX08 は、
整地部分の下に存在する遺構である。深さ 80㎝を測る、風化花崗岩を竪穴状に掘った長
方形状の遺構で、遺構底面には、炭化物・焼土・粘土を多く含む層が確認できた。SX09

調査の経過

立地と環境

調査の概要

遺 構
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は長軸２m40㎝・短軸２m10㎝・深さ１m60㎝を測り、風化花崗岩を竪穴状に掘った長
方形状の遺構である。SX06使用後にSX09が作られており、SX06側に土盛りで壁を作っ
た状況が観察できた。遺構床面上十数㎝のレベルで黄褐色土の硬化面が一面見られ、さら
に床直上には１m50 ㎝× 80 ㎝の範囲にわたり炭化物・焼土・粘土を多く含む部分が確
認できた。
灰原および整地部分 灰原は調査区南半分に濃厚に分布している。全面にわたり盗掘など
による攪乱を受けているものの、窯体前庭部より南側の広範囲にわたり、灰層と整地層
とが互層堆積をなしていた。最深部で約３mを測る。灰層は、SY01 の前庭部から掻き出
された状況が確認でき、鶯窯跡に堆積している灰原は SY01 からのみによることが伺われ
る。
 古瀬戸後期を代表とする緑釉小皿・尊式花瓶・筒形容器・直縁大皿をはじめとして平碗・
天目茶碗・折縁深皿・柄付片口・水注・瓶子・四耳壷・香炉などの器種が出土している。
釉は濃い緑色の灰釉製品が主で、鉄釉製品も見られる。灰原下層からは無釉の片口鉢が多
く出土した。集中して古瀬戸の生産に関わってたものの、操業初頭には無釉の陶器も若干
生産していたものと考えられる。
　調査の成果は以下の通りである。
（１）窯体・工房跡・整地面・灰原などの遺構群がきわめて良好な状態で検出できただけ
でなく、工房跡・整地面・灰原の時期的変遷を追うことが可能になってきた。
（２）鶯窯跡の窯体が、最終操業時の床面傾斜が約 50度と極めて急角度であるなど、構
造上の特徴を捉えることができた。これほど急傾斜の窯体は古瀬戸窯では初例となる。　
（３）工房跡と考えられる風化花崗岩を竪穴状に刳り貫いた遺構が群集して検出されたこ
と。これらの遺構はほぼ共通した構造を有している。
（４）今年度も、遺物に関して、標識となりうる膨大な資料が出土した。今までの調査で
出土しているものばかりではあるが、遺物数の把握はより実数に近いものとなるであろ
う。
　３年目の調査により、鶯窯跡は遺跡全体のほぼ 80%の範囲を調査したことになる。こ
れまでの調査成果を総合的に検討することにより、古瀬戸後期の窯業生産を具体的に復元

出 土 遺 物

調査の成果

SY01･SX06･SX07･SX09･SX10( 南東より ) 調査区全景 灰原・整地面検出状況 ( 南より )
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八
は ち お う じ

王子遺跡
瀬戸市八王子町地内

東海環状自動車道建設

平成 13年８月

300 ㎡

服部信博・鈴木 裕・武部真木

　調査は東海環状自動車道建設にともなう事前調査として、国土交通省愛知国道工事事務
所から愛知県教育委員会を通じた委託事業として実施した。遺跡の調査は平成 10年度か
ら継続して行われており、本年度の面積は県道瀬戸・設楽線に面する 300 ㎡である。
 遺跡は赤津川と木下川によって形成された狭小な沖積地に立地する。最も高い部分を東
西方向に県道が通り、この両側に宅地が造成されている。遺跡東方 500mには縄文時代
と中世の複合遺跡である白坂雲興寺遺跡があり、また木下川右岸には縄文時代〜近世の複
合遺跡である長谷口遺跡が隣接して存在する。
 調査地点は道路建設および家屋建築による削平を受けていた。表土を除去するとすぐ黄
褐色粗粒砂〜シルト層のベースに達し、包含層の堆積は確認されなかった。近代〜現代の
窯業関連遺物を含む撹乱土坑、時期不明のピットなどを検出した。既に調査を終えた県道
北側の 00Ａ区でも道路に面する部分が高く、広く削平を受けていた。縄文早期を中心と
した遺物包含層は木下川に接する00Ｂ区北部に広がり、これらは約１mの比高差を測る。
また、県道南側 98、99年度調査区でも縄文〜中世の遺物包含層の厚い堆積がみられた。
 以上のことから道路建設以前の旧地形はさらに高い尾根状を呈しており、この地点の縄
文時代の生活面は削平されたものと思われる。	 （武部真木）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

01

00A･B

99A

98

99C･B

調査区位置図 調査区全景

調査地点（1/2.5 万「多治見 ･ 猿投山」）
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凧
た こ や ま や し き

山屋敷遺跡

調査地点（1/2.5 万「猿投山」）

瀬戸市凧山町地内

県道瀬戸設楽線建設

平成 14年１月〜３月

1,600 ㎡

服部信博・宇佐見　守・藤岡幹根

　調査は県道瀬戸設楽線建設に先立ち、愛知県建設部道路建設課から愛知県教育委員会を
通じて委託を受け実施した。昨年度の範囲確認調査では、試掘トレンチから、古代から近
代にかけての遺物が出土した。本年度の調査は、調査区南側をＡ区、北側をＢ区として実
施した。
 遺跡は、瀬戸市の南東部、瀬戸市凧山町に所在する縄文時代から近代にかけての複合遺
跡で、矢田川支流である赤津川左岸、標高190ｍ前後の丘陵（凧山）北西斜面に立地する。
周辺の遺跡としては、北東から南西にかけての丘陵に凧山Ａ窯跡・凧山Ｃ窯跡・凧山窯跡・
瓶子窯跡と中世から近世にかけての窯跡がある。
 Ａ区は遺物包含層が良好に残存し４面調査となった。上層から近代（暗褐色砂質土）、
近世（灰黄褐色砂質土）、戦国（暗褐色土）、古代・中世（黒色土）の時期に該当する
と考えられる。調査区南部に広がる黒色土および地山直上で、古代の竪穴住居１軒（ＳＢ
01）と中世の集石遺構（ＳＫ 476）を検出し、古代の須恵器・土師器、中世の山茶椀・
古瀬戸製品が出土した。また、黒色土上でピット群を検出したが、その多くが掘立柱建物
の柱穴と考えられる。調査区南部に広がる暗褐色土ないし調査区北部の地山直上で、根石
を持つ柱穴群、溝（ＳＤ 07他）、大型土坑（ＳＫ 55・172、ＳＸ 07他）を検出した。
根石を持つ柱穴の大きさは、まちまちだが、直径 60㎝以上の大型のものは、穴を深く掘
削し途中まで埋め戻して根石をすえている。ＳＤ 07は調査区南部で検出した溝で、検出
長約 22ｍ、幅約２ｍ、深さ約 50㎝を測る。屋敷の区画溝と考えられ、山（東）側から
廃棄された様に人頭大の円礫（花崗岩）や陶器（古瀬戸から大窯にかけて）が多く出土し
た。調査区北部の大型土坑も円礫や陶器が出土し、廃棄土坑と考えられる。遺跡名の由来
となった近代の屋敷に関わる遺構として、石垣と石組み溝（ＳＤ 01）を検出した。ＳＤ
01は調査区南部で検出した溝で、検出長約 17ｍ（石組みの残存長は 7.5 ｍ）、幅約 1.2
ｍ、深さ約 20 ㎝を測る。石組みは 1ヶ所のみ 2段となっている他は 1段で、石材は花
崗岩の円礫である。また、調査区北部で、幕末から近代にかけての陶磁器が多く出土した。
出土遺物の多くは近隣の窯跡で焼成されたと考えられる陶磁器や窯道具である。しかし、
窯跡で見られる様な失敗作は少なく、窯道具も完形に近いものが多い。また、土師質の鍋
や皿など窯での焼成品以外のものや、使用痕のある擂鉢などが出土している。このことか
ら、この地が近隣の窯跡と関連した場と考えられる。	 （宇佐見　守）

調査の概要

調査の経過

立地と環境
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近代の屋敷に伴う石垣 石組み溝（ＳＤ 01）

調査区全景（2 面） 廃棄土坑（ＳＸ 07）

遺物出土状況（ＳＫ 55） 遺物出土状況（ＳＫ 174）

大型土坑（ＳＫ 172） 遺構検出状況（3 面）
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巡
は ざ ま E か ま

間 E 窯跡
瀬戸市巡間町地内

東海環状自動車道建設

平成 13年 4月〜 6月

1,400 ㎡

服部信博・川添和暁・織部匡久

　本遺跡の発掘調査は東海環状自動車道建設の事前調査として国土交通省愛知国道工事事
務所より愛知県教育委員会を通じた委託事業として行った。調査面積は 1,400 ㎡で平成
13年 4月から 6月にかけて実施した。
 巡間 E窯跡は瀬戸市の南東部巡間町地内に所在する室町時代初頭の窯業遺跡である。本
遺跡は矢田川上流の赤津川流域に広がる赤津盆地を囲む丘陵の一角に位置している。巡間
E窯跡は標高 200mから 210mを尾根とする馬蹄形をした丘陵の内側南東斜面に立地し
ている。窯体は尾根直下に 2基確認され、その軸線は真北から約 60度西へ振っており、
標高は 198mから 201mほどである。灰原は窯直下から谷底部の標高約 190mほどのと
ころまで全体的に広がっている。丘陵の南端には東から西へ流れる惣作川に沿って里道が
存在し、里道を挟んだ遺跡の対岸には自動車道の瀬戸東 IC の工事が進んでいる。周辺の
主な遺跡としては上述の里道を西に進んだ式内社の大目神社には境内に古墳時代後期の円
墳がある。北約 300mに近世の窯跡として著名な瓶子窯跡がある。また北東約 600mの
ところに縄文時代の八王子遺跡が、さらに西へ約 1kmには縄文時代から中世の複合遺跡
である惣作鐘場遺跡などがある。
 今回の調査で検出された遺構は、窯体２基・作業施設１基・溝１条・整地面に作られた
ロクロピット１基・灰原である。
 窯体 SY01 は、煙道部から前庭部にかけて検出できた。天井部分はすでに崩落してお
り、窯壁から床までの、地山である風化花崗岩を刳り貫いて作られた部分のみ残存してい
た。残存長約 7.9m・最大幅約 2.2m・最大傾斜 32度を測る。壁および床で修復の痕跡が
最低１回は観察できた。出土遺物などから山茶椀を主に生産していたものと考えられる。
煙道部からダンパーにかけての残存は良好で、ダンパーで深さ 50㎝を測った。ダンパー
に使用されたと考えられる炭化材も出土している。焼成室の床表面に見られる硬化面はす
でに消失しており、青灰色の粘質土が露出していた。分焔柱は残存高約 40㎝で、焼成室
側から燃焼室側にかけて一度補修が行われていた。
 SY02 も煙道部から前庭部にかけて検出され、天井部分はすでに崩落していた。残存長
約 8.8m・最大幅約 2.7m・最大傾斜 31度を測る。出土遺物などから古瀬戸を主に生産し
ていたものと考えられる。SY01 同様に、SY02 も煙道部からダンパーにかけての残存が
良好であった。深さ45㎝を測り、空気の開閉部分の形状をよく留めていた。焼成室では、
床表面の硬化面が若干残存しており、分焔柱にほど近い焼成室では焼台の配列が観察でき
た。壁および床で修復の痕跡が最低２回観察できた。窯体内は赤色を呈している。分焔柱

調査の経過

立地と環境

調査の概要

遺 構

調査地点（1/2.5 万「猿投山」）
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は残存高約 30㎝で、焼成室側から燃焼室側にかけて一度補修が行われていた。
 作業施設 地山を切ってさらに窯からの掻き出し物などで整地をしている部分
(SX01)、境目の斜面に対して平行に切っている溝 (SD01)、SX01 を掘り込む形のロクロ
ピット (SK04)、SX01 下では土坑２基 (SK01・02)、SY02 北東奥では、地山を刳り貫い
た長方形を呈する遺構 (SX03) が検出された。
 SX03 は長さ約 3.2m・最大幅約 2.1m・深さ約２mにわたり、風化花崗岩を刳り貫い
て作られた遺構である。内面には厚さ数センチの炭化物が堆積し、周囲には溝が巡る。
遺物は生焼けの四耳壷片のみで、SY02 に伴う遺構かと考えられる。SX01 は、古瀬戸片
および山茶椀片などの遺物のほかに炭化物および焼土塊を多量に含む灰層を何度も重ね
て作られている。SX01 上から掘り込まれた SK04 は、長径約 90 ㎝・深さ約 60 ㎝、軸
部で直径約 10㎝・深さ約 40㎝を測り、遺構上面には片口鉢が正位置で置かれていた。
SK01・02は、長軸約３m程、短軸約 1.5mから２m程で、山茶椀のみの出土であった。
SY01 に伴う施設と考えられる。
 窯の前庭部から SX01、さらに下方の傾斜する斜面および谷底には、灰原が展開してい
る。谷奥部を中心に、長径約 30m・短径約 23mの範囲にわたっている。セクションで
は SY01・SY02 の両窯からの灰層が互層をなしており、さらに風化花崗岩出自の粗粒砂
が厚く灰層間に堆積する様子が観察できた。最深部の堆積は約 3.5mであった。
 山茶椀系では椀・皿・片口鉢など、古瀬戸では、椀・折縁深皿・皿・鉢・天目茶椀・
柄付片口・香炉・四耳壷・瓶子・水注などが出土した。古瀬戸の出土では特に折縁深皿
が目立っていた。
 窯操業以前に堆積したと思われる赤褐色土からは、縄文土器 ( 中期後半 ) が若干出土し
た。また、石鏃・磨製石斧も採集されている。
 この調査では、独立した丘陵全体を調査対象とした。そのため、窯本体・作業施設お
よび作業場・灰原を総合して調査できたことにより、窯周辺の窯業生産の復元ができう
るのが大きな成果である。窯体内の出土遺物では、SY01 は山茶椀９型式、SY02 は古瀬
戸中期 IV 段階が中心である。灰原では両窯からの灰層が互層をなして堆積していること
から、SY01 と SY02 はほぼ同時操業していた時期があったと考えられる。しかし SY01
の操業終了後、SY02 の掻き出し物により SY01 の前庭部を土盛りなどして整地されてい
ることから、最終的には SY02のみが操業していたことが伺われる。窯体についてはダン
パー構造の良好な残存状態など、貴重な資料の提示ができるものと考えられる。	
	 ( 織部匡久・川添和暁）

出 土 遺 物

ま と め
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完掘状況（東より） 灰層堆積状況（東より）

SY01（東より） SY02（東より）

SX03（北より） SK04（北西より）
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惣
そ う さ く ・ か ね ば

作・鐘場遺跡
瀬戸市惣作町、鐘場町地内

県道瀬戸設楽線建設

平成 13年 4月〜 10月

5,860 ㎡

服部信博・宇佐見　守・藤岡幹根・織部匡久

　調査は県道瀬戸設楽線建設に先立ち、愛知県建設部道路建設課から愛知県教育委員会を
通じて委託を受け、昨年度から実施している。昨年度の調査では、後期旧石器時代終末か
ら近世にかけての遺構・遺物が確認され、本遺跡が断絶を伴いつつも長期間にかけて継続
する複合遺跡であることが明らかとなった。
　遺跡は瀬戸市の南東部、惣作町から鐘場町にかけて所在し、矢田川支流である赤津川左
岸の南西から北東方向に形成された、標高約 165 〜 180 ｍの段丘に立地する。周辺の遺
跡としては、南接して太子縄文遺跡・太子遺跡が、北東の丘陵に大目神社古墳・巡間Ｅ窯
跡・瓶子窯跡・凧山Ｃ窯跡・凧山窯跡・凧山屋敷遺跡・凧山Ａ窯跡が、北東の赤津川右岸
に八王子遺跡・長谷口遺跡がある。
　本年度の調査は、00Ａ区の南西側にＡ区、00Ｂ区の西側にＢ・Ｃ区、式内社である大
目神社が鎮座する丘陵西裾にＤ区を設定して実施した。なお、Ｄ区は廃土処理の関係から
２回に分けて調査を行った（Ｄａ・Ｄｂ区）。
　赤津川と門前川に挟まれた南北に伸びた段丘の南端にあたり、00Ａ区より一段下がっ
た場所である。後期旧石器時代終末〜縄文時代草創期、縄文時代中期、中世の遺構・遺物
を確認した。
　00Ａ区との境の南向き斜面から、後期旧石器時代終末〜縄文時代草創期の石器（木葉
形尖頭器・掻器など）・剥片がまとまって出土した（ＳＸ 04）。
　調査区西側段丘端で、縄文時代中期の竪穴住居を 5軒検出した。00Ａ区で同時期の住
居を 3軒検出しており、合わせて 8軒となる。ＳＢ 01は西側が削平されており残存状況
は良くないが、直径約 3.8 ｍの円形をしている。明確な柱穴は未検出だが、西側を除き幅
約 10㎝、深さ約 1㎝の壁溝を検出した。また、住居のほぼ中央で、一辺約 60㎝の隅丸
方形をした石と土器片を併用した炉を検出した。土器片は炉の内側に二重に貼り付けられ
ており、土器片を取り除くと中央が被熱していた。ＳＢ 02はＳＢ 01の北隣りにあり、
ＳＢ 01同様西側が削平されており残存状況は良くないが、長径約 4.4 ｍ、短径約 4ｍの
楕円形をしている。柱穴は楕円形をしており、柱跡と掘形が明確なものもあった。西側を
除き幅約 10㎝、深さ約 3㎝の壁溝を検出した。明確な炉は未検出だが、中央北東よりで
土器片が出土した直径約 50㎝、深さ約 10㎝の土坑を検出した。
　調査区南西部の同一場所でＳＢ 03 〜 05 を検出した。ＳＢ 05 は直径約 2.8 ｍの円形
をしている。西側を除き幅約 10㎝、深さ約 10㎝の壁溝を検出した。また住居のほぼ中
央で、直径約60㎝の円形をした地床炉を検出した。炉の中央には大型の礫が２個置かれ、

調査の経過

立地と環境

調査の概要

A 区

調査地点（1/2.5 万「瀬戸 ･ 猿投山」）
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第 1 図 調査区配置図（1：10000）
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その下が被熱していた。ＳＢ 05の直上で検出したＳＢ 04は直径約 3ｍの円形をしてい
る。明確な柱穴・壁溝は未検出だが、住居の中央西よりで直径約 60㎝の円形をした石囲
炉を検出した。炉の中央は被熱していた。さらにＳＢ 04の直上でＳＢ 03を検出した。
長径約 3.7 ｍ、短径約 3.3 ｍの楕円形をしている。明確な柱穴・壁溝は未検出だが、住居
内から石囲炉に使用された大型の礫の他、土器片・石鏃・剥片・小型の礫などが出土した。
　調査区西側の段丘斜面の上層から山茶椀・古瀬戸製品など中世の遺物が、下層から人面
付土器・掻器など縄文時代中期の土器・石器が出土した（ＳＸ 01）。
　調査区中央から北側にかけて竪穴状遺構や掘立柱建物の柱穴など中世の遺構を検出し
た。竪穴状遺構（ＳＫ109）は西側が削平され全形は不明であるが、東西約3ｍ、南北2.5
ｍ以上を測る。中から山茶椀・古瀬戸製品・伊勢型鍋などが出土した。掘立柱建物の柱穴
の中には、完形又は完形に近い小椀や小皿が出土したものがあったが、それらの形式が柱
穴ごと違い、建物の建て替えが推定される。 
　門前川に面した段丘端 にあたる。飛鳥時代と平安時代前期の遺構を検出した。
　調査区北東部の段丘端で飛鳥時代の竪穴住居を 2軒検出した。ＳＢ 01の残存状況は大
変良好であった。約 5ｍ四方の隅丸方形をし、北壁を除く三方に壁溝を巡らす。カマドは
北壁中央に位置し、全長約 1ｍ、幅約 60㎝を測る。中央は被熱し、焚口周辺は炭化物が
広がっていた。カマド周辺で土師器甕が出土した。なお、住居中央南よりにも炭化物が広
がっており、土師器片が出土した。カマドの東隣で貯蔵穴を検出した。長辺約 65㎝、短
辺約50㎝の方形をし、深さ約36㎝を測る。周囲に高さ約3㎝の馬蹄形の土手を巡らす。
貯蔵穴に長方形の蓋をのせた痕跡も確認でき、中から須恵器高杯・蓋、土師器甕が流れ込
んだ状態で出土した。柱穴を中軸より南にずれて４箇所検出した。他には穿孔のある砥石
などが出土した。ＳＢ 02はＳＢ 01の北隣にある。削平を受け痕跡を残すのみであった
が、南北約５ｍ、東西残存部約2.5ｍを測る。遺物の出土がなく正確な時期は不明である。
　Ｂ区は他の調査区と違い古代の遺物の出土が目立つが、この時期の明確な遺構として
は、平安時代前期の大型土坑（ＳＫ 108）を調査区北西部で検出したにすぎない。西側が
調査区外に続くため、全貌をつかむことはできなかったが、直径約 2ｍの不定形な土坑で
ある。中から須恵器壺・甕、灰釉陶器平瓶などが出土した。
　その他、2条の並行する溝、ピット群、集石遺構などを検出したが、遺物の出土がほと
んどなく正確な時期は不明である。また、包含層から縄文時代の石鏃、中世の山茶椀・古
瀬戸製品・青磁などが出土した。
　Ｂ区の約 40ｍ北東に位置し、門前川に面した段丘端 にあたる。段丘下は 00Ｂ区であ
る。弥生時代中期、古墳時代後期、中世の遺構を検出した。
　調査区の南西部の段丘端で弥生時代中期の溝を検出した。南側は削平されているが、全
長約 10ｍを測る。中から弥生土器長頸壺が出土した。
　古墳時代後期の竪穴住居を 2軒検出したが、共に残存状況が大変良好であった。ＳＢ
01は北側が調査区外に続くため完掘できなかったが、約5ｍ四方の隅丸方形をしている。
幅約 20㎝、住居外からの深さ約 25㎝の壁溝と柱穴を３箇所検出した。須恵器■、土師
器甕などが出土した。ＳＢ 02は調査区中央、ＳＢ 01の南西約 3ｍにある。約 6ｍ四方
の隅丸方形をし、北壁の大部分と西壁南側を除き壁溝が巡っている。壁溝未検出の西壁南

B 区

C 区
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SB05

第 2 図 00A・01A 区主要遺構配置図 1：800

01A 区全景 01A 区 SB01･SB02 検出
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D 区

ま と め

側に出入り口があったと推定する。住居の埋土に大量の灰が混入していたことと、住居
内から鞴（ふいご）の羽口が出土していることから、住居またはその周辺で鍛冶が行わ
れていたことが考えられる。他の遺物として須恵器杯蓋、土師器高杯・甕などが出土した。
　中世の遺構は山茶椀などを含む土坑群を調査区東側で検出した。また、調査区南東部
は自然流路の一部となっており、中から古墳時代から中世にかけての遺物が出土した（Ｓ
Ｘ 01）。その中に底部に印花が施された山茶椀が出土しており大変珍しい。
　他には耕作土から後期旧石器時代終末〜縄文時代草創期の有舌尖頭器が出土した。
　大目神社が鎮座する丘陵と赤津川に挟まれた段丘にあたり、調査前は 3段の段差のあ
る水田であった。調査の結果、縄文時代中期の遺物包含層、古墳時代後期の竪穴住居６軒・
掘立柱建物１軒などを検出した。
　下段は北西部で中世の遺物が出土した程度であったが、中段は縄文時代中期の遺物包
含層が良好に残存していた。竹管文を施した土器片の他に、石鏃・磨製石斧・打製石斧・
石匙などの石器が出土した。明確な遺構は未検出だが、居住域は遺物の出土範囲から推
定して、神社のある丘陵上か、その真下あたりにあるものと推定される。
　上段は南東部で古墳時代後期の住居群を検出した。水田造成時に削平されたり調査区
外に続くため全貌がわかるものは少ない。ＳＢ 01は調査区中央東側にある。約 5ｍ四方
の隅丸方形をし、東壁に沿って幅約 40㎝、深さ約 10㎝の壁溝を検出した。カマドは北
壁中央に位置し、全長約 1.6 ｍ、幅約 1ｍを測る。中央は被熱し、焚口周辺は炭化物が
広がっていた。貯蔵穴はカマドの東隣にあり直径約 50㎝の円形をしていた。住居内から
須恵器高杯・蓋、土師器甕、土製勾玉、鉄鏃などが出土した。ＳＢ 01は２間×２間の掘
立柱建物により破壊されているが、竪穴住居から掘立柱建物への建て替えが推定できる。
　他の住居は狭い範囲に重複して検出された。ＳＢ 02はＳＢ 03に切られる。約 6ｍ四
方の隅丸方形をし、北壁を除く三方に幅約 30㎝の壁溝を巡らす。カマドは北壁中央に位
置し、被熱部分を検出したが、残存状況は良くない。中から土師器甕などが出土した。
ＳＢ 03は南側が調査区外となる。約 4ｍ四方の隅丸方形をし、壁溝、カマドは未検出で
ある。中から須恵器が出土した。ＳＢ 04も南側が調査区外となる。検出長東西約 4ｍ、
南北約 2.4 ｍである。カマドは北壁位置し、全長約 1.5 ｍ、幅約 1.5 ｍを測る。被熱部分
を検出し、中から土師器甕が出土した。ＳＢ05はＳＢ04・06に切られるが、南北約5.5
ｍ、東西残存部約 2.8 ｍの隅丸方形をしている。壁溝は未検出だが、柱穴を２箇所検出
した。カマドは北壁付近に位置し、被熱部分を検出したが、残存状況は良くない。中か
ら土師器甕などが出土した。ＳＢ 06も南側が調査区外となる。検出長東西約 1.5 ｍ、南
北約 3ｍを測る。中から土師器が出土した。住居は調査区南東部に集中し調査区外に広
がる。大目神社古墳を築いた人々の集落と推定される。
　本年度の調査は昨年度の調査成果をさらに深めるものとなった。特に縄文時代中期の
竪穴住居を昨年度と合わせ８軒検出したことは、この時期の住居の検出例が愛知県西部
では少ないだけに好資料となろう。また、古墳時代後期から飛鳥時代にかけての竪穴住
居は、昨年度と違い残存状況が良好であった。総数も 17軒となり、この時期の集落が赤
津川左岸の段丘上に広く展開している可能性が高い。（宇佐見　守・藤岡幹根・織部匡久）

その下が被熱していた。ＳＢ 05の直上で検出したＳＢ 04は直径約 3ｍの円形をしてい
る。明確な柱穴・壁溝は未検出だが、住居の中央西よりで直径約 60㎝の円形をした石囲
炉を検出した。炉の中央は被熱していた。さらにＳＢ 04の直上でＳＢ 03を検出した。
長径約 3.7 ｍ、短径約 3.3 ｍの楕円形をしている。明確な柱穴・壁溝は未検出だが、住居
内から石囲炉に使用された大型の礫の他、土器片・石鏃・剥片・小型の礫などが出土した。
　調査区西側の段丘斜面の上層から山茶椀・古瀬戸製品など中世の遺物が、下層から人面
付土器・掻器など縄文時代中期の土器・石器が出土した（ＳＸ 01）。
　調査区中央から北側にかけて竪穴状遺構や掘立柱建物の柱穴など中世の遺構を検出し
た。竪穴状遺構（ＳＫ109）は西側が削平され全形は不明であるが、東西約3ｍ、南北2.5
ｍ以上を測る。中から山茶椀・古瀬戸製品・伊勢型鍋などが出土した。掘立柱建物の柱穴
の中には、完形又は完形に近い小椀や小皿が出土したものがあったが、それらの形式が柱
穴ごと違い、建物の建て替えが推定される。 
　門前川に面した段丘端 にあたる。飛鳥時代と平安時代前期の遺構を検出した。
　調査区北東部の段丘端で飛鳥時代の竪穴住居を 2軒検出した。ＳＢ 01の残存状況は大
変良好であった。約 5ｍ四方の隅丸方形をし、北壁を除く三方に壁溝を巡らす。カマドは
北壁中央に位置し、全長約 1ｍ、幅約 60㎝を測る。中央は被熱し、焚口周辺は炭化物が
広がっていた。カマド周辺で土師器甕が出土した。なお、住居中央南よりにも炭化物が広
がっており、土師器片が出土した。カマドの東隣で貯蔵穴を検出した。長辺約 65㎝、短
辺約50㎝の方形をし、深さ約36㎝を測る。周囲に高さ約3㎝の馬蹄形の土手を巡らす。
貯蔵穴に長方形の蓋をのせた痕跡も確認でき、中から須恵器高杯・蓋、土師器甕が流れ込
んだ状態で出土した。柱穴を中軸より南にずれて４箇所検出した。他には穿孔のある砥石
などが出土した。ＳＢ 02はＳＢ 01の北隣にある。削平を受け痕跡を残すのみであった
が、南北約５ｍ、東西残存部約2.5ｍを測る。遺物の出土がなく正確な時期は不明である。
　Ｂ区は他の調査区と違い古代の遺物の出土が目立つが、この時期の明確な遺構として
は、平安時代前期の大型土坑（ＳＫ 108）を調査区北西部で検出したにすぎない。西側が
調査区外に続くため、全貌をつかむことはできなかったが、直径約 2ｍの不定形な土坑で
ある。中から須恵器壺・甕、灰釉陶器平瓶などが出土した。
　その他、2条の並行する溝、ピット群、集石遺構などを検出したが、遺物の出土がほと
んどなく正確な時期は不明である。また、包含層から縄文時代の石鏃、中世の山茶椀・古
瀬戸製品・青磁などが出土した。
　Ｂ区の約 40ｍ北東に位置し、門前川に面した段丘端 にあたる。段丘下は 00Ｂ区であ
る。弥生時代中期、古墳時代後期、中世の遺構を検出した。
　調査区の南西部の段丘端で弥生時代中期の溝を検出した。南側は削平されているが、全
長約 10ｍを測る。中から弥生土器長頸壺が出土した。
　古墳時代後期の竪穴住居を 2軒検出したが、共に残存状況が大変良好であった。ＳＢ
01は北側が調査区外に続くため完掘できなかったが、約5ｍ四方の隅丸方形をしている。
幅約 20㎝、住居外からの深さ約 25㎝の壁溝と柱穴を３箇所検出した。須恵器■、土師
器甕などが出土した。ＳＢ 02は調査区中央、ＳＢ 01の南西約 3ｍにある。約 6ｍ四方
の隅丸方形をし、北壁の大部分と西壁南側を除き壁溝が巡っている。壁溝未検出の西壁南
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Ｎ

第 3 図 01B・01C 区主要遺構配置図 1：800

01B 区全景 01B 区 貯蔵穴遺物出土状況
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第 4 図 01D 区主要遺構配置図 1：600

01Da 区 SB01 01Db 区 竪穴住居群

N
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01A 区 SB02 炉 出土状況 01A 区 SB02 炉 作業風景

01A 区 SB03 01A 区 SB05

01C 区 全景 01C 区■出土状況

01C 区 SB02 01C 区鞴の羽口出土状況
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調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者
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吉
よ し の

野遺跡
瀬戸市吉野町地内

瀬戸環状線建設

平成 13年 11月〜 12月

890 ㎡

服部信博・宇佐見　守・藤岡幹根

調査の経過

立地と環境

調査の概要

弥生時代中期

古 墳 時 代

中 世

ま と め

 調査は瀬戸環状線建設に先立ち、愛知県建設部道路建設課から愛知県教育委員会を通じ
て委託を受け、昨年度から実施している。昨年度の調査では、上面から近・現代の溝４条
と中世の溝 1条、下面から古墳時代初頭の柵（しがらみ）状遺構を伴う自然流路 1条を
検出した。
 遺跡は山口川（矢田川）により形成された沖積地である山口谷の南東部、山口川にそそ
ぐ吉田川の右岸に立地する。標高は約 100 ｍを測る。調査区の約 150 ｍ南には、弥生時
代から古墳時代にかけての土器が出土した吉田遺跡が所在する。
 本年度の調査区は昨年度の調査区の北側で、東側の旧田地をＡ区、西側の旧宅地をＢ区
として実施した。
 Ｂ区で自然流路を２条検出した。西側の流路（ＮＲ 01）は 00 区で検出した自然流路
から分かれ、東に大きく蛇行して北西に流れる。全長は下流が調査区外に続くため不明で
あるが、検出長約 10ｍ、幅約 7.2 ｍ、深さ約 1.2 ｍを測る。遺構に伴う遺物はないが、
条痕文系土器片と石錐が出土した。
 Ａ区西側からＢ区東側にかけてこの時期の可能性のある水田を 2枚検出した。水田は
平行して掘削された 2条の溝に挟まれ、溝に沿う畦畔 2本 ( Ｂ区側の畦畔で幅約 60㎝、
高さ約 5㎝ ) と、Ｂ区側の畦畔に直交する畦畔 1本（幅約 40㎝、高さ約２㎝）を確認し
た。直交する部分には幅約 10㎝の水口が存在する。水田の大きさは 2枚とも調査区外に
続くため不明である。遺物はＡ区側の溝（ＳＤ 02）の底から櫛描波状文をほどこした壺
片が出土した。
 Ａ・Ｂ区で溝を各 1条検出した。Ｂ区の溝（ＳＤ 01）はＮＲ 01 が埋没した後に掘削
された溝で、00 区の柵状遺構と一連の遺構である。つまり、ＮＲ 01 が埋没した後、同
一場所にＳＤ 01を掘削し、水流の確保のために柵を築造したと考える。全長は下流が調
査区外に続くため不明であるが、検出長約 9ｍ、幅約 2.6 ｍ、深さ約 90㎝を測る。この
時期の遺物の出土はない。
 Ａ区で無釉の小椀片が出土した土坑（ＳＫ 01）を検出した。直径約 60㎝、深さ約 45
㎝を測る。
 弥生時代中期の可能性のある水田や古墳時代の溝など、農業生産に関連する遺構を検出
した。しかし、住居跡などは検出されず、遺物も極少量出土したにすぎない。00区で検
出した自然流路からは、この時期の遺物が少なからず出土しており、農業生産に携わった
人々の集落は調査地点より南側にあると考える。	 （宇佐見　守・藤岡幹根）

弥 生 時 代
中 期 以 前

調査地点（1/2.5 万「瀬戸」）
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01B 区 畦畔と溝（SD02） 01A 区 SD01･SD02

第 1 図 吉野遺跡 01 区主要遺構略測図 

01B 区 全景 01A 区 全景



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者
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大
おおつぼにし

坪西遺跡
瀬戸市大坪町地内

瀬戸環状線建設

平成 13年 10月〜 11月

510 ㎡

服部信博・宇佐見　守・織部匡久

　調査は瀬戸環状線建設に先立ち、愛知県建設部道路建設課から愛知県教育委員会を通じ
て委託を受け、昨年度から実施している。昨年度の調査では、７世紀代の須恵器坏身片や
土師器甕片が出土した土坑状の落ち込みなどを検出した。
 遺跡は山口川（矢田川）により形成された沖積地である山口谷の南東部、山口川にそそ
ぐ吉田川（東側）と薬師川（西側）に挟まれた丘陵裾に立地し、標高は約 92ｍを測る。
 調査区は遺跡推定範囲の南西部にあたり、調査前は水田であった。昨年度の調査区の西
側をＡ区、東側をＢ区として実施した。
 Ａ区南東部で自然流路１条と、西部から北東部にかけて土器集積遺構 4基を、Ｂ区東部
で土坑 2基を検出した。この時期の遺物の大部分はＡ区で出土した。土器は無文土器の割
合が高く、有文土器の出土は少量である。器種は深鉢の他に注口土器が出土している。石
器は石鏃・石棒が出土した。石鏃・剥片の石材は下呂石が多い。約 75ｍ南に所在する大
坪遺跡で縄文時代後期の住居跡が 1軒検出されており、これとの関係が注目される。
 Ｂ区で水田跡 12枚と溝１条を検出した。水田の残存状況は悪く、畦畔跡を検出するに
とどまった。畦畔は北東から南西にかけて並行する大畦畔３本と、それにほぼ直交する小
畦畔からなる。調査区が東西に細長く、完掘した水田はないが、およそ3.5ｍ四方を測る。
溝の残存状況も悪く、調査区南側で円弧を描くように走り、検出長約 12ｍ・幅約 25㎝・
深さ約 1㎝を測る。溝は切り合いから水田より新しい。遺物は調査区西側で広口壺片が出
土した。
　Ａ・Ｂ区ともに明確な遺構は検出しなかったが、現水田の床土から山茶椀・古瀬戸製品
が出土した。
　大坪西遺跡では従来知られていなかった縄文時代後期の遺物がＡ区でまとまって出土し
たことにより、遺跡の範囲がさらに西側に広がることを確認した。さらに、同時期の遺跡
である大坪遺跡が近接しており、それとの関係も考慮する必要がある。
	 （宇佐見　守・織部匡久）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

縄文時代後期

古 墳 時 代

中 世

ま と め

調査地点（1/2.5 万「瀬戸」）
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第 1 図 大坪西遺跡主要遺構略測図 （1：500）

01A 区全景（西から） 01B 区水田検出状況（東から）



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

44

権
ごんげんやま

現山遺跡

調査地点（1/2.5 万「一宮」）

岩倉市北島町・野寄町地内	

五条川右岸流域下水道事業

平成 13年６月〜 10月

2,350 ㎡

石黒立人・鵜飼雅弘・早野浩二

　権現山遺跡は岩倉市南西部の北島町・野寄町地内に位置する。本遺跡の調査は五条川
右岸浄化センター建設の事前調査として、これまで平成８年、９年、11年にわたり行わ
れてきた。本年度の調査はスクリーンポンプ棟建設に伴う事前調査として、愛知県建設
部下水道課より愛知県教育委員会を通じて委託を受け、2,350 ㎡の発掘調査を行った。
　本遺跡は五条川右岸の標高７m前後の自然堤防上に立地する。遺跡の約 0.3 ㎞南には
伝法寺野田遺跡、約0.5㎞北西には元屋敷遺跡が近接し、周囲には三ツ井遺跡、猫島遺跡、
大地遺跡、三ツ井稲荷山古墳、西春高塚古墳、伝法寺本郷遺跡、伝法寺廃寺、薬師堂廃
寺など、弥生時代から古代にかけての遺跡が集中して存在する。
　今年度の調査区（01 区）は 96 区と 97 区に挟まれた地点に相当する。今回の調査で
は 97区で確認された縄文時代後期の遺物包含層と遺構群が 01区西部にまで及んでいる
こと、古墳時代初頭と古墳時代後期の墓域が 96 区から 01 区、97 区にかけて広範囲に
展開していることなどが明らかとなった。しかし残念なことに、調査区には廃材を処理
した撹乱坑が各所に散在し、多くの遺構が破壊を被るといった状況であった。

調査の経過

立地と環境

調査の概要

調査区配置図（1：2500）
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縄文時代後期 　縄文時代後期の遺構として調査区西部において竪穴住居３棟（ＳＢ 02〜ＳＢ 04）な
どを検出した。ただし、それらは古墳時代や近世の遺構と複雑に重複し、遺構の認定は
きわめて困難な状況にあった。それらのなかで特筆される遺構として、ＳＢ 02内におい
て確認した石器製作に関連する土坑（ＳＫ 71）、土器片敷遺構（ＳＫ 73）がある。ＳＫ
71は長径約 0.6 ｍ、短径約 0.4 ｍの長楕円形の土坑で、下呂石のみからなる剥片が集中
して出土した。ＳＫ 73は径約 1.5 ｍの不整円形の土坑で、破砕された粗製無文深鉢が土
坑底面からやや浮いた位置に敷かれた状態で出土した。なお、竪穴住居群以東では明確な
遺構は確認されないが、小河川状の緩やかな落ち込みには、遺物がやや集中して出土する
地点が認められた（ＳＸ 04、ＳＸ 05）。
　今年度の調査で確認された古墳時代初頭の遺構には方形の墳丘墓４基、竪穴住居１棟が
ある。これで墳丘墓は 97区と併せて計５基（墳丘墓１〜墳丘墓５）が確認されたことと
なり、これらの墳丘墓は東西 100 ｍ以上にわたって、一定の間隔を空けながら列状に配
置されていることも明らかとなった。97区と 01区にまたがる墳丘墓２（ＳＤ 64）は墳
丘部分の一辺が約 18ｍと大型で、周溝も幅約５ｍ、深さ約 1.5 ｍを測るかなり大規模な
ものであった。加えて墳丘側がかなりの急傾斜であることも印象的である。それぞれの墳
丘墓の周溝内各所では、３世紀後半を前後する土師器壷、高杯などの出土がみられた。な
お、埋葬施設は確認されていない。
　墳丘墓４と墳丘墓５の間に配された竪穴住居２（ＳＢ 01）は、周溝状の貼床をもつ構
造で、主柱穴と地床炉も明確に検出された。墳丘墓群との重複関係が存在しないこと、墳
丘墓群と同時期の土器が出土していることなどから、墳丘墓群にかかわる施設としての可
能性が有力視されよう。
　調査区の南東部で、円墳の周溝（ＳＤ 08）を検出した。これは遺構の形状や位置関係
などから 96区南西部において検出された溝（96区ＳＤ 08）と同一の遺構と判断される
（円墳４）。円墳の規模は径約 25ｍに復原され、周溝からは６世紀前半の須恵器壷が出
土した。なお、円墳４の周溝は墳丘墓５の周溝を避けるようにして掘削されていることか
ら、古墳時代後期においても、古墳時代初頭の墳丘墓群は削平されずに残存していたこと
が推測される。
　古代の遺構として８世紀後半の溝が数条、中世の遺構として土壙墓の可能性が高い円形
土坑などが散発的に検出されている。近世の遺構は区画溝、土坑などが比較的濃密に検
出され、区画溝からは陶磁器をはじめとする遺物の出土も多い。一方で井戸は検出されな
かったことから、01区は屋敷地（97区）の周辺に相当するものと考えられる。
　縄文時代の遺構群が尾張平野低地部において発掘調査された事例は皆無であることか
ら、本遺跡の調査成果は当地域の縄文時代研究に大きく貢献するものとなろう。また、遺
跡の時期もこれまで資料が希薄であった縄文時代後期初頭から後期前葉を充足するもので
あるだけに、その資料的な価値はきわめて高い。
　古墳時代初頭には、本遺跡は大型の墳丘墓のみから構成される墓域であった可能性が高
い。古墳時代初頭における墓域の構成、景観を具体的に知ることのできる資料として貴重
である。また、この墳丘墓群を造営した集落が周辺の遺跡に存在した可能性が高いとすれ
ば、近接する元屋敷遺跡との関係が重要となるであろう。	 （鵜飼雅弘・早野浩二）

古墳時代初頭

古代 ･ 中近世

ま と め

古墳時代後期
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01 区西半縄文時代後期遺構配置図

縄文時代後期の遺構 SB02

土器片敷遺構 (SK73) 石器製作関連（SK71）
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古墳時代遺構配置図

墳丘墓２（手前）と墳丘墓３（奥） 墳丘墓２の周溝の断面

墳丘墓 2 の土器群 墳丘墓 5（奥）と円墳４（手前）
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清
きよすじょうかまち

洲城下町遺跡

調査地点（1/2.5 万「清洲」）

西春日井郡清洲町地内

五条川改修

平成 14年１月〜２月

1,000 ㎡

石黒立人・松田　訓・堀田剛史

　調査は五条川改修工事に伴う事前調査として、愛知県建設部河川課より愛知県教育委
員会 を通じた委託事業として、平成 14 年１月から２月にかけて実施した。調査面積は
1,000 ㎡である。
　清洲城下町遺跡は、尾張平野南部に町域を広げ、名古屋市西区に東で接する西春日井郡          
清洲町に所在する。遺跡は、五条川が岩倉市方面から南流した地点の両岸に位置し、河川
の氾濫などによって堆積した沖積低地に立地する。調査地点の旧態は堤防及び畑地で、周
辺は住宅地が広がる。現地表高は、約 3.0 ｍを測る。
　調査地点の基本層序は、旧耕作土が0.2〜0.3ｍ入り、その直下に旧堤防の客土が約0.8
〜 0.9 ｍ盛られており、この基盤と思われるにぶい黄褐色砂質シルト層が 0.1 〜 0.2 ｍ認
められた。さらにこの下に近世後期の遺物がわずかに含まれる灰黄褐色砂質シルト層が
0.1〜0.2ｍ堆積する。この灰黄褐色砂質シルト層までは遺構が認められず、この下に0.2
〜 0.8 ｍの厚さでにぶい黄褐色シルトが堆積しており、この上部においてわずかながら遺
構が検出された。このにぶい黄褐色シルトの下部では沈鉄が顕著であり、この下の基盤層
は灰白色細粒砂であった。この層は一部が窪地状に落ちこんでおり、ここには褐灰色砂質
シルト・にぶい黄橙色細粒砂等が堆積していた。
　今回の調査で確認された遺構は、戦国時代のものと思われ溝が４条、土坑 10基、不定
型な掘り込み 1基などである。
　戦国時代の遺構では、主として溝・土坑が検出された。溝は、隣接する五条川に直交し
て東西方向に検出され、このうちの３条は検出面において溝の上端間の距離１ｍ内外、
または切り合い関係を保って併走する。この東西に併走する３条の最も南の溝からは、土
器、陶器、木製品等が出土している。土坑は調査区の中に散在して検出され、ほとんどの
ものが無遺物であった。
　戦国時代の遺物では、土器皿、陶器皿、擂鉢、木製部材、木製薄片（墨書入り含む）な
どが検出される。	 （松田　訓）

調査の経過

調査の概要

立地と環境
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調査区全景（北から） 作業風景（南西から）

SD01 〜 03（東から） 作業風景（東から）

SD03 遺物出土状況 文字資料出土状況

土坑断面 調査区全景（南から）
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朝
あ さ ひ

日遺跡

調査地点（1/2.5 万「清洲」）

西春日井郡清洲町、新川町、春日町、名古屋市西区

近畿自動車道清州東 JC･ 県道高速清洲一宮線建設

平成 13年 11月〜平成 14年 3月

2,952 ㎡

赤塚次郎・樋上　昇・皆見秀久・蔭山誠一

　近畿自動車道清州東 JC および県道高速清洲一宮線建設に伴い、朝日遺跡にかかる部分
について事前調査を行う必要があった。そこで平成 10年度から日本道路公団・名古屋高
速道路公社より愛知県教育委員会を通して委託された当埋蔵文化財センターにおいて発掘
調査を実施している。今年度の調査は平成 10年度年報における朝日遺跡「調査区の表記
について」に準じてA区に01Aa区〜01Af区の6ケ所、B区に01Ba区〜01Bd区4ケ所、
C区に 01Ca 区・01Cb 区の 2ケ所、D区には 01Da 区〜 01Di 区の９ケ所の併せて 21ケ
所の調査区を設定し、2,952 ㎡を調査した。調査期間は平成 13年 11月から平成 14年 3
月である。

調査の経過

調査区位置図
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　朝日遺跡は西春日井郡清洲町を中心に同春日町、新川町、名古屋市西区に広がる東海地
方屈指の弥生時代集落で、現在では五条川左岸の後背湿地にあたる地域となっている。
　01Aa区はこれまでの調査で「北居住区」東の環濠帯、01Ac区・01Ad区〜01Af区は「北
居住区」南の環濠帯に想定されている地域で、表土下標高 2.0m〜 2.6mにおいて灰褐色
粘質シルトが 20〜 40 ㎝堆積しており、その直下にて環濠等を検出した。環濠の埋土は
層厚1.0m〜1.5m程の黒色細粒砂を主体に堆積しており、溝の底部を標高−0.3m〜0.0m
にて検出した。隣接する 01Ac 区と 01Ad 区では弥生時代中期中葉の環濠を 8条、弥生時
代中期後葉〜弥生時代後期の環濠を 7条、弥生時代中期中葉の「乱杭」、弥生時代中期
後葉の谷A、土坑2基を確認した。この中で貝層を伴う環濠が、中期中葉のものが3条、
後期のものが 1条あり、弥生時代中期中葉の環濠の中には逆茂木が伴う可能性がある。
谷 Aの直上に堆積している層から戈形木製品が出土した。
　01Bb 区では弥生時代中期前葉の竪穴住居・土坑、古墳時代前期初頭の竪穴住居、01Bc
区では弥生時代中期中葉の方形周溝墓 1基・溝・大型の土坑、01Bd 区では弥生時代後期
の溝、弥生時代前期の竪穴住居・溝・土坑を検出した。01Bc 区では方形周溝墓が確認さ
れなかったことから、B区全体に隙間なく墓が形成されているわけではないようである。ま
た01Bc区では、中期の環濠の可能性がある溝、掘立柱建物と思われる柱穴が確認された。
　01Ca 区では、弥生時代中期の土坑、方形周溝墓 1基、谷 Bと思われる旧河道を検出し
た。旧河道の堆積物には流木等を含む腐植物の堆積が顕著に見られた。01Cb 区は弥生時
代後期前葉の環濠1条、弥生時代中期中葉〜弥生時代後期の竪穴住居・土坑が検出された。
環濠は弥生時代後期の「南居住区」の外環濠にあたるものと思われる。
　01Da 区〜 01Dc 区はこれまでの調査で「南居住区」に想定される地域で、表土直下標
高 2.4m〜 2.6mにて黒色細粒砂を主体とする弥生時代〜古墳時代前期の遺物包含層が検

調査の概要

立地と環境

01Ac 区 SD02 の貝層 01Bb 区 全景（1 面）

01Bc 区 全景（2 面） 01Cb 区 全景（2 面）



52

出された。この遺物包含層は層厚 60cm〜 80cm堆積しており、この間に 4面〜 5面の
遺構検出を実施した。3調査区で弥生時代中期〜古墳時代前期の竪穴住居約 250 棟・土
坑約 750 基を検出した。01Db 区では弥生時代後期の「南居住区」の内環濠を、01Dc 区
にて古墳時代前期前半の方形状にめぐる墳丘墓の溝と思われるものを検出した。
　01Dd 区〜 01Dh 区はこれまでの調査において「南居住区」の南に展開する墓域に想定
される地域で、弥生時代中期中葉〜後葉の方形周溝墓 10基、弥生時代後期の溝 1条を確
認した。方形周溝墓のマウンドと溝は 2.1m〜 2.3mにて検出され、軸線を変えて重複す
るものもあった。01Dg 区の方形周溝墓では南溝の掘り直しが行われ、マウンドの拡張が
行われた様子が確認できた。
　01Di 区では 99Da 区から続く朝日遺跡の南限と思われる溝 2条を検出した。弥生時代
中期後葉の土器片が出土した。	 （蔭山誠一）

01Db 区 1 面（1：100）

01Da 区 SK16 出土状況 01Db 区 弥生時代後期の環濠
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01Dg 区 1 面（1：100）

01Dc 区 全景（2 面） 01De 区 全景（1 面）

01Df 区 全景 (2 面） 01Dh 区 全景（2 面）
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中
な か の ご う き た

之郷北遺跡

調査地点（1/2.5 万「清洲」）

西春日井郡西春町中之郷地内

県道高速清洲一宮線建設

平成 13年 10月〜平成 14年２月

2,400 ㎡

石黒立人・鵜飼雅弘・早野浩二

　中之郷北遺跡は、西春日井郡西春町中之郷地内に位置する。本遺跡の発掘調査は県道高
速清洲一宮線の事前調査として、名古屋高速道路公社より愛知県教育委員会を通じた委託
事業として行った。調査対象は橋脚部分のみ 12工区、合計 2,400 ㎡で、国道 22号線中
之郷交差点の以北にＡ〜Ｅ区（Ｂ区はＢａ区とＢｂ区に二分割）の６調査区、以南にＦ〜
Ｋ区の６調査区を設定した。調査期間は平成 13年 10月〜平成 14年２月である。
　本遺跡は五条川左岸の自然堤防と後背湿地が複雑に入りくむ沖積平野に立地する。調査
地周辺の現況は住宅地で、現地表の標高は 5.5m前後を測る。遺跡の約３㎞南には弥生時
代の大集落として著名な朝日遺跡（清洲町・春日町・名古屋市）が位置するほか、約２㎞
北東には弥勒寺御申塚遺跡、弥勒寺廃寺跡（いずれも西春町）が、五条川を挟んだ約２㎞
北に今年度発掘調査を実施した伝法寺本郷遺跡（一宮市）、約２㎞北西に中世を中心とす
る下津北山遺跡や鎌倉街道周辺遺跡（いずれも稲沢市）が存在する。また、交差点以南の
調査地東には、すでに滅失した古墳時代後〜終末期の古墳、宇福寺古墳が近接する。
　今回の本遺跡の調査において、古墳時代初頭、古墳時代前期、古墳時代中期前半、古墳
時代中期後半〜古代、中世〜近世の遺構と遺物が各層序ごとに連続して検出された。ま
た、調査区を設定した範囲は南北約 350mに及ぶため、暗褐色粘土層（Ｅ〜Ｈ区）、褐
色中粒砂層（Ｃ〜Ｈ区）、黒色粘土層（Ｂａ〜Ｈ区）を鍵層として、各調査区間の層序の
対比を認識しつつ調査を行った。
　Ｂ区からＨ区にかけて、標高 2.5m前後に古墳時代初頭（廻間Ⅱ式が中心）の遺物を包
含する黒色粘土層が安定して堆積していることを確認した。このうちＢａ、Ｂｂ、Ｃ、
Ｈ区では黒色粘土層の直下で幅約 0.4mの平行小溝群が検出された。Ｂｂ、Ｃ区の平行小
溝群は北東—南西方向で、それぞれの溝は 1.5m間隔に配される一方、Ｈ区の小溝群は北
西—南東方向で、それぞれの溝の間隔は 0.5 ｍ前後とやや密となる。またＨ区では、黒色
粘土層の直上で古墳時代前期後半（廻間Ⅲ式後半〜松河戸Ⅰ式前半）の土器集積を検出し
た。
　黒色粘土層の上位には、青灰色シルト層と青灰色粘土層が互層状に堆積する。この層中
で明確な遺構は確認されなかったが、標高３m前後には古墳時代中期前半（松河戸Ⅱ式）
の土器が包含されていた。これらの土器群は出土した層位によって概ね二分される。土器
の出土は散漫ではあるものの、Ｓ字甕、小型壷、大型高杯、手捏ね土器など全形を知りう
る個体の出土が目立つ。Ｈ区やＢｂ区では、土器がやや集中して出土する地点もみられ、
Ｂｂ区では鞴の羽口が土器群に共伴して出土した。

調査の経過

立地と環境

調査の概要

古 墳 時 代
初頭・前期

古 墳 時 代
中 期 前 半
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　なお、Ｉ区では古墳時代中期後半〜古代の遺構面の下位で、緩やかな谷状の落ち込み
（ＮＲ01）を確認した。ＮＲ01では古墳時代中期の土器群のほか、赤色顔料（ベンガラ）
や有袋鉄斧といった特殊な遺物の出土がみられたことから、今後、遺構の性格を慎重に検
討する必要がある。
　Ｄ区からＦ区にかけて、青灰色シルト層の上位、標高 3.5m前後で褐色中粒砂によって
埋没した水田を検出した。とくにＦ区では幅 0.5m、高さ 10〜 20㎝の大畦畔を良好な状
態で検出することができた。
　その水田を埋没させた古墳時代中期以降の沖積作用は、Ｄ区周辺、Ｈ〜Ｉ区周辺に自然
堤防状微高地を形成し、本遺跡周辺においても集落形成が本格化する。Ｄ区とＩ区では同
一遺構面（標高約 4.0m）で、古墳時代中期後半〜奈良時代後半の竪穴住居がそれぞれ８
棟、10棟と濃密に検出された。これらのうち、Ｉ区ＳＢ 07、ＳＢ 10では古墳時代中期
後半（宇田Ⅱ式）の土器群が出土していることから、集落形成の開始をこの段階に求める
ことができよう。なお、ＳＢ 07では体部に円窓（焼成後）を穿った須恵器有蓋高杯が床
面に伏せられた状態で出土した。飛鳥時代以降の竪穴住居には竈が付設されており、Ｄ区
ＳＢ 03では花崗岩を利用した石製支脚がともなっていた。さらにＨ区では暗褐色粘土層
の上面で、微高地縁辺において北東—南西方向の平行小溝群を検出した。溝の幅は 0.4m
前後、それぞれの溝の間隔は 0.3 〜 1.0mを測る。集落近郊に営まれた畠であろう。
　一方、Ａ区とＢａ区は旧河道に相当し、Ａ区では河道にほぼ平行する杭列を確認した。
構造を知りえたのは杭列のみであったため、旧河道との対応関係には不明な点が多く残さ
れるものの、護岸を目的としたものと考えられる。Ａ区の河道内からは土師器甕、須恵器
蓋杯、高杯、甑、甕、土錘など古墳時代後期〜飛鳥時代の遺物のややまとまった出土をみ
た。
　Ｉ区では竪穴住居群の上位で柱穴群が検出されたことから、Ｉ区の周辺では古代以降に
も集落としての土地利用がなお継続していたことがうかがわれる。その他の調査区では中
世以降、高燥な土地には島畠が、低湿な土地には水田が広がる景観へと移行する。
　今回の調査において、尾張平野における古墳時代から古代にかかる遺跡の形成過程、
地形環境の変遷をつぶさに跡づけることができた意義は大きい。しかし一方で、現地表
下 3mにおいて古墳時代の遺跡が広範に展開するという予期しえなかった事実は、沖積低
地に眠る遺跡の分布状況の把握の困難さを改めて我々に思い知らしめる結果となった。こ
のような遺跡の存在をいかにして周知し、開発行為に対応するかが今後の重大な課題とな
る。
	 （鵜飼雅弘・早野浩二）

古 墳 時 代
中期後半〜古代

中世〜近世

ま と め

C 区 調査風景 D 区 土層断面
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調査区配置図（1：2000）と土層中柱図（1：40）

I 区 古墳時代中期前半の遺構（1：200） I 区 古墳時代中期後半〜古代の遺構（1：200）
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C 区 平行小溝群 H 区 土器集積

E 区 土師器大型高坏 F 区 水田と大畦畔

I 区 竪穴住居群 D 区 竪穴住居群

A 区 自然流路と杭列 H 区 古代平行小溝群
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三
さ ん が せ

ヶ所遺跡
日進市浅田町地内

県道岩崎名古屋線建設

平成 13年 10月〜 12月

1,550 ㎡

石黒立人・松田　訓・堀田剛史

　調査は県道岩崎名古屋線建設に伴う事前調査として、愛知県建設部道路建設課より愛知
県教育委員会を通じた委託事業として、平成 13年 10月から 12月にかけて実施した。調
査面積は 1,550 ㎡である。
 三ヶ所遺跡は、猿投山西南麓に市域を広げ、名古屋市に東で接する日進市に所在する。
遺跡は、岩崎川、天白川、折戸川が合流した地点のやや下手に位置し、これらの河川に
よって開削された浅く広い谷に立地する。調査地点の旧態は水田で、周辺は土地改良事業
によって水稲耕作地が広がる。現地表高は、約 28.2 ｍを測る。
 調査地点の基本層序は、現水田耕作土の下に約 0.1 ｍの客土が盛られており、その下に
旧耕作土が 0.1 〜 0.2 ｍ入り、その直下に明黄褐色シルトが約 0.3 ｍ堆積する。この明黄
褐色シルト層は無遺物で、さらにこの下に須恵器・灰釉陶器を主体とする遺物包含層であ
る黄灰色シルト層が 0.1 〜 0.3 ｍ堆積する。この層は客土を入れる際に填圧を行ったため
か極端に締まっており、調査を難航させた。基盤層はにぶい黄橙色シルトで、この層は一
部が窪地状に落ちこんでおり、ここには径１〜４㎝の円・角礫を多く含むにぶい黄橙色細
粒砂が堆積する。
　今回の調査で確認された遺構は、溝が５条、土坑 24基、不定型な掘り込み７基などで
ある。
　平安時代の遺構では、主として溝が検出された。これらは、谷を流れる川の方向と併行
して東西方向に検出され、このうちの２条は溝の中心間の距離５ｍ内外を保って併走す
る。これらの併走する溝下層からは、平安時代中期の灰釉陶器を主体とし須恵器も出土し
ている。
　中世初頭の遺構は、山茶碗・皿を含む土坑が１基のみ確認された。この土坑は、灰釉陶
器を主体とした遺物が出土する溝を切っており、先に述べた併走する溝は中世初頭の時期
には機能していなかったものと思われる。
　このほかには、礫を大量に含んだ自然流路と思われる痕跡が検出されたが、戦国時代の
陶器片がわずかに含まれており、この痕跡は当該期の河川の氾濫に伴うものと思われる。	
（松田　訓）
                                            

調査の経過

遺跡の立地

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「平針」）
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C 区から A 区を臨む（西から） A 区全景（南西から）

C 区全景（南西から） 古代の溝と自然流路

土坑完掘状況 遺物出土状況

中世初頭の土坑 作業風景
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西
に し だ め ん

田面遺跡範囲確認調査
日進市浅田町地内

県道岩崎名古屋線建設

平成 13 年 4月 17日〜 4 月 20 日

200 ㎡

赤塚次郎・皆見秀久

　調査対象地内に 15ヶ所の試掘坑 ( テストトレンチ、以下 T.T と略す ) を設定し、断面
観察を行った。その後、各テストトレンチの遺構の有無、遺物の出土状況を精査し、遺
跡の範囲とその性格を確認した。
　日進市の西部、天白川上流域の左岸の低地付近に所在する。周辺には猿投窯が展開し、
北東には岩崎古窯支群、東には折戸古窯支群が存在する。
　T.T-8、T.T-14、T.T-15 については、耕作土下に明黄褐色シルト層が堆積し、T.T-8 につ
いては幅約 1.8 ｍの溝を検出した。溝下層より須恵器、灰釉陶器が出土した。T.T-14 は
遺構、遺物とも確認することはできなかったが、T.T-15 において灰釉陶器が出土した。
T.T-16 は、地表面より約 95 ㎝下に包含層とみられる暗オリーブ褐色シルト層が 15 〜
20cm堆積していた。この土層から須恵器、灰釉陶器が出土し、幅2.5ｍの溝を検出した。
溝の断面はＵ字形で 65㎝の深さがあり、埋土は 3 層に分かれていた。溝からは須恵器、
灰釉陶器が出土しており、特に最下層（暗灰黄色中粒砂）からの出土が多かった。調査
対象地東側については須恵器、灰釉陶器が出土して T.T-8 と T.T-16 では溝がそれぞれ確
認できたことから平安時代を中心とする集落跡を想定することができる。
　その他の調査対象地については、全体的に 10 〜 20cmの耕作土下に 40〜 60cmの明
黄褐色シルト層が堆積し、その下はすべて礫層となっていた。シルト層直上にて検出を
行ったが遺構、遺物とも確認できなかった。ただし、T.T-1 地点においては中世陶器及び
須恵器片 2点が出土し、焼土も検出された。	 （皆見秀久）

調査の概要

調査の経過

立地と環境

西田面遺跡範囲確認調査地点 (1:4000)

調査地点（1/2.5 万「平針」）



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

61

四
し い け

池 A 古
こ よ う

窯
常滑市金山字四池地内

知多半島横断道路拡張

平成 13年５月〜平成 13年６月

600 ㎡

赤塚次郎・武井繁樹・皆見秀久

　調査は、知多半島横断道路拡張工事に伴う事前調査であり、愛知県建設部道路建設課か
ら愛知県教育委員会を通じた委託事業として、平成 13年５月から平成 13年６月にかけ
て実施した。調査面積は、600 ㎡である。
　知多半島の中央を南北に低丘陵が背骨のように貫き、そこから東西に小規模な尾根が数
多く延びている。それらの尾根に知多古窯跡群と呼ばれる数千にも及ぶ古窯が存在してい
る。四池Ａ古窯は常滑市金山字四池に所在する。前述の半島中央部低丘陵から西に延びる
尾根の北側斜面に立地し、標高約 45ｍを測る。調査区の北側を知多半島横断道路が東西
に走り、南側は急激に落ち込み谷地形となっている。また調査区のすぐ西には、1992 年
に常滑市教育委員会によって調査された四池Ｂ古窯が存在する。
　調査は、樹木の伐採の後、表土剥ぎを行い、その後人力で掘削を行った。その結果、周
辺の道路建設や農地整備のため、窯体南側煙り出し部分は削平され既に消失していた。ま
た、数箇所に盗掘の跡も確認された。天井部も落下しており焚口や焼成室の明確な区別は
確認できなかった。窯体の規模は現存した床面で南北約８ｍ、最大幅約３ｍ、傾斜角度は
19度を測る。なお分焔柱は確認されなかった。また、灰層確認のため窯体北側に南北３
本、東西 1本の土層観察用のベルトを残し、最大で約４ｍ掘り下げたが、調査区内にお
いて灰層は確認されなかった。
　調査の結果、窯体１基と溝３条、階段状遺構と性格不明の土塁が検出された。遺物は大
型の甕が主体で壺、鉢、椀も極少量出土した。また、羽釜、陶錘、陶丸が各１点出土した。
出土量はコンテナ 35箱で、遺物から 13世紀前半の古窯であると推察される。
	 （武井繁樹）

調査の経過

立地と環境

調査の概要

SY01 断ち割り（北より） SD01（南西より）

調査地点（1/2.5 万「常滑」）
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東
ひがしばたじょう

端 城 跡
安城市東端町中縄手地内
緊急地方道（安城碧南線）整備事業
自転車歩行者道設置
平成 13年 10月〜 11月

800 ㎡

竹内　睦・宮腰健司・武井繁樹

 東端城は、舌状に延びる碧海台地の南端、標高６〜７ｍに場所に立地する。城は文献資
料によると 1580 年（天正八年）長田尚勝による築城とされており、規模は約 70 × 70
ｍ、隅丸方形の平面形態をしている。現状では県道に接する南東側以外の三方に土塁が巡
るが、築城時には四方向に土塁があった可能性が高く、北西〜南西の土塁外側には帯曲輪
が取り付く。
 今回の調査は自転車歩行者道の設置に伴うもので、県道と接する東端城の南東部分を、
城域に沿って 800 ㎡の面積を調査した。
古代 製塩土器の支脚と土師器甕口縁部片が出土するが、遺構は確認されていない。
戦国時代 遺構は東西の土塁とそれに伴う堀（ＳＤ 23）と、その間にある溝・土坑群に
分かれる。前者については時期を確定することはできず、後者は 16世紀中葉があてられ
た。この両者の関係は、ＳＸ 01と東土塁が重なる部分で、ＳＸ 01→東土塁の順となり、
このことから土塁遺構は築城年代とされた 16世紀後葉に属すると想定された。
 中央の遺構群のうちＳＤ 16は台地の南端に沿って走り、北東で直角に曲がり SD14 に
続く。南西については撹乱によって不明で、北東部分のように明瞭に屈曲する部分は確認
できなかった。ＳＤ 21はＳＤ 16に切られた状態で埋没するが、ＳＤ 14のように一連の
遺構を形成していた可能性がある。SX01 は SD16 の東に広がる不定形な落ち込みで、そ
れに向かってＳＤ 22が掘削される。また埋没途中に、アサリ・ハマグリ・カキなどの貝
廃棄がみられた。
 東西土塁は、郭内側が後世の溝の掘削により形状が不明であり、さらに東土塁は外側も
削平されている。西土塁の西側では幅約４ｍ、深さ約 1.5 ｍ、土塁頂部との比高４ｍの堀
（ＳＤ 23）が検出された。ＳＤ 23 は東側で急に浅くなり、収束して途切れ部分ができ
るようである。
江戸時代 台地縁にそってカットされた痕跡であるＳＸ 05、井戸と思われるＳＫ 32 と
それに向かう溝ＳＤ 15･17 が検出されている。	 （宮腰健司）

遺跡の環境

調査の経過

調査の概要

西土塁・堀 ( ＳＤ 23) セクション（南から）調査区北東部（北西から）

調査地点（1/2.5 万「西尾」）
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上
か み は し か

橋下遺跡
安城市川島町・古井町地内

鹿乗川改修

平成 13年 10月〜平成 14年３月

4,200 ㎡

竹内　睦・池本正明・鈴木　裕

　調査は、鹿乗川改修工事予定地内における事前調査であり、県建設部河川課より愛知県
教育委員会を通じた委託事業として平成 13年度 10月から平成 14年３月にかけて、当セ
ンターが行っている。調査面積は、4,200 ㎡である。
　上橋下遺跡は、愛知県安城市川島町・古井町に所在する。地形的には沖積低地の微高地
に該当する。地表面の標高は 8.8 ｍをはかる。
　調査は、中央を横断する農道を境界として、南側をＡ区、北側をＢ区と区分した。
　今回の調査で検出できた遺構には、弥生時代後期 (I 期 )、鎌倉時代 (II 期 )、江戸時代 (III
期 ) にまとまりを見る。なお、自然地形として、弥生時代〜明治時代に属する旧鹿乗川の
流路も二本確認されている。
　I 期に属する遺構は、方形周溝墓、土坑、溝などがある。方形周溝墓は全てＢ区で検出
され、総数は約 10基を数える。いずれも平面形はやや歪む。規模は、一辺５ｍ程度と、
10ｍ程度のものがある。この他に、Ａ区では鹿乗川の旧河道と考えられる流路も確認さ
れている。幅は約７ｍ。埋土からは、弥生時代後期に属する土器類の他、木製品も数点出
土している。
　II 期に属する遺構は、土坑、溝などがある。性格が判断できる遺構は乏しいが、注目で
きる遺構には、Ａ区で検出された鎌倉時代の祭祀遺構がある。調査時にＳＸ 02と呼称し
た遺構で、旧鹿乗川の旧河道に伴う淵状の自然地形に、溝や土坑を掘削するなど、若干の
改変を加えたものである。中央部分の二カ所には杭や竹をランダムに打ち込んだ構造も確
認できた。出土遺物は、遺構の外郭線に沿う形で灰釉系陶器の椀、小皿類が多数得られて
いる。これらは、使用痕が確認できないものが多く、墨書土器も幾つか含まれていること
から、日常生活に伴う遺構とは考えにくい。この他に、獣骨片や銭貨なども確認できた。
　III 期に属する遺構は、土坑、溝などがある。遺構は、Ａ区でのみ検出した。やはり性
格が判断できる遺構は乏しい。このうち、Ａ区ＳＸ 01は、幅の一定しない不整形な溝状
の落ち込みである。Ａ区の北側で検出している。埋土中からは江戸時代初期の土器類とと
もに、『十六』と墨書された木札が１点出土している。なお、Ａ区では鹿乗川の旧河道も
確認されている。鎌倉時代頃〜明治に属する河道で、幅は約 15ｍをはかる。
	 ( 池本正明 )

調査の概要

調査の経過

遺 跡 の

調査地点（1/2.5 万「安城」）
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調査区位置図（1：6000）

 ＳＸ 04 出土土器実測図（1：4）
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主要遺構図
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A 区全景 A 区 SX01 木札出土状況

A 区 SX02 A 区 SX02 墨書土器出土状況

B 区全景 B 区 方形周溝墓１

B 区 方形周溝墓 2 B 区 方形周溝墓 3
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御
みふねじょう

船城跡

　調査は国土交通省名四国道工事事務所による東海環状自動車道の建設に伴う事前調査と
して、愛知県教育委員会の委託を受けて平成 13年４月から平成 13年８月にかけて実施
した。農業道路を隔てて、調査区をＡ・Ｂ・Ｃの三区に分けて実施した。
　御船城跡は、豊田市の北部、藤岡町との境にある御船町に所在する。矢作川の支流であ
る御船川の周辺にできた狭い沖積地と洪積台地の境にあたるような場所にあり、現在は水
田となっている。調査区から周辺を見渡すと、現在の集落が少し丘陵をあがった所に立地
している。調査区は、地籍図により推定される御船城跡の南西側にあたり、地籍図によれ
ば城跡の南西側に展開する方格地割部分にあたる。
　今回の調査は、3,570 ㎡をＡ・Ｂ・Ｃ区の三区分に分けて調査を行った。Ｂ区の出土遺
物は水田耕作土層とその直下にある遺物包含層に含まれている。混入した近世や近代の陶
磁器を除いて、中世後半段階から戦国時代にかけての陶器が中心であり、山茶椀、小皿、
陶丸、灰釉皿、鉢、天目茶碗、擂鉢、土師器の皿、土師器の鍋、青磁の碗などの小さな破
片等が出土している。Ａ区は地形的には微高地上にあり、耕作土直下が赤褐色の地山面と
なっており、溝、土坑等を検出しているものの遺構、遺物は全体的に乏しく、御船城との
関連性を見出せるようなものは確認できなかった。農道を隔てて調査区の東側にあたるＣ
区は、地籍図から推定しても、御船城の中心に近い位置と考えられる。Ｃ区の中央部から
幅約６ｍ程の溝（ＳＤ 04）、東トレンチ際に井戸が検出されている。また、東トレンチ
から中世後半から戦国期の鍋、茶碗等の遺物片が比較的多く出土しているものの、いずれ
も城との関連性を示すまでには至っていない。	 （鈴木　裕）

豊田市御船町地内

東海環状自動車道建設

平成 13年４月〜平成 13年 8月

3,570 ㎡

竹内　睦・鈴木　裕・成瀬友弘・武部真木

調査の経過

調査の概要

立地と環境

調査区全景（北西から） SK166 遺物出土状況

調査地点（1/2.5 万「豊田北部」）
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調査区全景（南東から）

主要遺構図 （1：1000）



所 在 地

調査理由

調査期間

調査面積

担 当 者

70

矢
やなみしもほんじょう

並下本城跡
豊田市矢並町地内

東海環状自動車道建設

平成 13年６月〜９月

4,500 ㎡

竹内　睦・池本正明・成瀬友弘

　発掘調査は、東海環状自動車道建設に伴う事前調査で、国土交通省名四国道工事事務所
から愛知県教育委員会を通じた委託事業として、平成12年度に行われた範囲確認調査（面
積 200 ㎡）の結果を元に調査区（面積 4500 ㎡）を設定し、平成 13年６月から平成 13
年９月にかけて調査を行った。
　矢並下本城跡は豊田市矢並町に所在する戦国時代の山城跡である。本遺跡は矢並集落の
南西端にあたる矢並川右岸の南北に細長い山地頂部の標高約 190mに立地している。集
落からの比高は約 90mで城の規模は南北約 130 ｍ、東西約 40mを測る。
　城の付近には、矢並川を挟んだ対岸に戦国期に豊田市北東部から足助・小原にかけての
地域を領域とした鈴木氏の祖が紺屋を営んだとの伝承のある鈴木善阿弥屋敷が、北東約１
㎞の矢並集落の北方山地頂部に矢並上本城跡が存在している。伝承によれば、「鈴木氏 =
矢並殿ははじめ矢並を本拠としたことは明らかであり、矢並町の上・下の２城址は鈴木氏
が築いたものであることは間違いない」（『豊田市史』）とあるが、この城の築城時期や
存続期間など具体的な状況についての記録はほとんど残っていない。
　調査の結果、城域の拡大を伴った大規模な改修が少なくとも一度は行われており、この
改修を目処に前期・後期に分けて概観を見ていきたい。
　前期の城は、主郭の南北を浅い堀切で遮断し、東側斜面に幅約１m20 ㎝深さ 20〜 80
㎝の箱堀状の断面を有する横堀を南北に走らせている。この横堀は中央付近で土橋状に掘
り残されており、ここから主郭上に上がったところで柵列跡と見られる柱穴列に食い違い
が見られることから、虎口として利用されていたと推定される。この主郭上の柵列は径が
30㎝ほどのものと 15㎝ほどのものが規則的に並んでおり、北辺から東辺を通って南辺
へとコの字状に巡っていることが確認された。主郭上に柵列のない西辺では斜面上を南北
に並行して走る幅 30㎝ほどの浅い溝が数条確認され、これらの溝から等間隔に並ぶ小さ
な穴が検出されていることから柵列を形成し、主郭上の柵列の空白を補っているものと推
定される。
　またこれ以外の遺構として主郭西側中央に位置する土壇がある。おおよそ５m四方の
規模で周囲より残存高で 30㎝ほど高くなっており地山と黄褐色土との版築により作られ
ていることが確認された。土壇上には柱穴と思われる土坑もいくつか検出されたが明確に
建物跡と呼べるような痕跡は確認することが出来なかった。
　後期の城は北方を意識しての改修が行われており、城域は北に向かって拡大をしてい
る。主郭の 50mほど北で城の北端部にあたる部分に柵列を形成したと思われる浅い溝が
東西に走り１mほどの進入路に限定しておりここが城内への入り口と考えられる。ここ
から主郭方向に向かうと西斜面には下幅１m20 ㎝ほどの箱堀状の断面を呈する竪堀が数

調査の経過

遺跡の立地

調査の概要

調査地点（1/2.5 万「豊田北部」）
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条検出され畝状竪堀を形成していることが確認された。一方、東斜面は切岸を施してお
り、切岸下の緩斜面には土塁状の高まりを２本検出している。これらは地山を掘り残して
作ってあることが確認された。こうして進入路を限定した城内道を主郭に向かって進むと
北堀切の手前で馬出状の曲輪にぶつかる。この曲輪の東側では堀切沿いに竪土塁を走らせ
ている。主郭に入るとこの曲輪内を通り堀切に架かる土橋にたどり着くこととなる。土
橋を挟んで東西に伸びる北堀切は下幅で約２m、主郭との比高約５m箱堀状の断面を有し
ており、両端は斜面へ竪堀として落としている。また、堀切は土橋の東側で北東方向に屈
曲しており主郭の北東に付随する腰曲輪から土橋への横矢掛けを意識した構造になってい
る。　土橋は馬出状の曲輪から 60㎝ほど下がっており幅４mを測る。この土橋は地山を
掘り残して作ってあり、土橋側面に前段階の堀切と思しき箱堀状の痕跡が見受けられ堀切
が改修によって幅・深さとも拡張されていることが確認された。なお、土橋上面の状況を
見ると東よりの幅 70㎝ほどがほかの部分より荒れていることから初期の土橋がこの部分
にあり土橋の上面が堀底であったとも考えられ、遺構が３時期に分けられる可能性もあ
る。土橋から主郭に上るには主郭側の切岸に幅 30〜 40 ㎝ほどのスロープが左上がりに
きってあることからこれを使用したものと思われる。
　主郭は黄褐色土の盛り土により本来西から東へと傾斜している地形を西側にあわせて平
坦にしており、東側では前期の遺構面から 50㎝以上かさ上げがされている。このかさ上
げされた主郭上に北堀切に沿うかたちで北土塁が構築されている。土塁は幅約２m50 ㎝
残存高約 40㎝で、東側は主郭下の腰曲輪を経て竪土塁として斜面を下る。
　主郭内部には掘立柱建物が４棟確認された。このうち建物跡４は柱通りも悪く建物とす
るには疑問も残るが南側にカマドらしきものが検出されており、これに伴う簡素な小屋で
はないかと考えている。建物跡１〜３は L字形に並び、一連のものとして機能していた
と考えられる。建物跡１と３については、方向は異なるもののほぼ同サイズで１間×３間
（約２m70㎝×５m40㎝）であった。建物跡２は、１・３よりもやや大きく２間×３間（約
３m60㎝×約５m40㎝）の規模を有することからこの城の中心となる建物と考えられる。
　この他の遺構として SK01 が挙げられる西側斜面に面する形に作られておりその構造は
小型の窯のようでもあるが遺物等決め手となる物はなく現段階での使用目的は不明であ
る。建物跡２・３の南には南堀切に沿って南土塁が東西に走る。下幅約３m50 ㎝残存高
約 50㎝を測り、両端は枝分かれして、２本の竪土塁となって斜面を下る。東側の竪土塁
の間からは柵列と思われる径 15㎝ほどの柱穴が 50 ㎝ほどの間隔で 10個確認されてい
る。
　南堀切は下幅約３m50 ㎝の箱堀状の断面を有するもので、北堀切と同じく改修の痕跡
が認められる。しかし北堀切と違い堀切西端に大岩が横たわっていたため深くすることが
できず堀幅の拡大に重点を置いたものと考えられる。また同じ理由で東端は竪堀として斜
面を下っているのに対し西端は竪堀の痕跡は確認できなかった。南堀切を越えるとまった
くの自然地形となり人の手の加わった形跡はなかった。
　以上遺構の概観を述べてきたが、遺物はおそらく前期段階に属すると思われる 14世紀末
〜 15世初頭ころの擂鉢・内耳鍋を中心として土師器の皿や天目茶椀片などが出土している
が、改修時期や廃城の時期を特定できる遺物はほとんどなく多くの検討課題を残している。
　今回の調査では、城跡が後世の改変をほとんど受けていないこともあって戦国期の山城
の状況を非常に良好な状態で確認することが出来た。県内における山城の発掘事例は少な
く今回の遺構・遺物は貴重な資料となるものと思われる。	 （成瀬友弘 )

ま と め
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主郭東側横堀 西斜面柵列跡

建物跡 1北堀切

主郭柵列 主郭南東竪土塁

SK01 出土遺物
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城
しろやまじょう

山 城跡

調査地点（1/2.5 万「足助」）

東加茂郡足助町字城山及び引陣地内

国道 153 号足助バイパス建設

平成 13年 10月〜平成 14年３月

3,100 ㎡
竹内　睦・宮腰健司・武井繁樹・
成瀬友弘・永井邦仁

　城山城跡は、戦国時代（15〜 16 世紀）の山城で、およそ 350 × 150mの規模と推定
されている。国道 153 号足助バイパス建設に伴う事前調査として、国土交通省名四国道
工事事務所より愛知県教育委員会を通じて委託を受けた。調査対象地は主郭推定地から南
西方向にのびる４つの尾根である。調査は平成 12年度から実施され、平成 12年度は西
から２つの尾根について調査を行い、山城の西端を画する堀切と高低差約 10mの切岸、
および西端部の曲輪を脇から防御する腰曲輪が確認された。時期を特定できる遺物は少な
いが、16世紀後半の土師器鍋や瀬戸美濃産の擂鉢が出土した。今年度（13年度）は、東
側の残り２つの尾根について調査を実施した。
　城は足助町市街地北側に連なる山地から南〜南西方向に伸びる尾根（標高 175 〜
230m）を占地している。調査区の北には、主郭と思われる平場と通称「馬場」と呼ばれ
る平場があり、城の主要部と考えられる。さらに、01Ｂ区の南には居館と考えられてい
る平場がある。足助川北岸の市街地との高低差は、約 45〜 100mある。東隣に大観音城
跡、市街地を挟んで南方の山地には真弓山城跡、南西に飯盛山城跡が所在する。
A 区　調査直前の状況は、調査区全域が竹林になっており、南北に走る尾根上に存在する
４つの平場として認識することができた。調査の便宜上、最も北の平場を平場 1とし、
南へ平場 2〜平場４の順で調査を行った。調査区中央の平場以外は、南東または南西に
向かって急激に傾斜している。調査区範囲は南北約 50ｍ、東西の最も幅の広いところで
約 30ｍである。標高は最も高いところで 204 ｍ、下も低いところで 180 ｍである。
　平場１では平場の南北中心線より西側では明確な遺構が少なく、数個のピットと斜面を
削り込んだところに集石が見られるに留まった。東側は西側とは様相が異なり 100 近く
に及ぶピット、溝数条、性格不明の盛土などが確認された。また東側中央では竪穴状遺構
( ＳＸ 01) が確認された。長軸 3.5mの楕円形をしている。平場縁辺につくられており、
後の削平により一部は失われている。
　平場 2も平場 1と同様、平場中心線の西側よりも東側に遺構が集中しており、南東側
斜面には意図的に小平場を設けるなど、明らかに南から東にかけての方位を意識をした構
成になっている。また、調査区北西では、西から東へ延びる柵列が検出されており、その
柵列に向かって上る、階段状に削り込まれた遺構が確認されている。
　平場 3と平場２の間には、高低差 8.5mの斜面があり、その下端で横堀 ( ＳＤ 07) が確
認された。ただし西から東に向かって少しずつ浅くなり、平場の中心線より東側の状況は
不明瞭である。西端で幅約１ｍ、深さ約 1.2mである。この堀の南には、堀と平行する柵

調査の経過

立地と環境

調査の概要
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が確認されている。平場１，２が城跡の南から東を意識した造りになっているのに比べ、
平場３の堀や柵列はやや向きが違うことから時期の違いなどを感じるが、今後の検討課
題といえる。
　平場４と平場３の間は高低差８ｍの急斜面である。そして斜面下端で尾根筋に直交す
る堀 (ＳＤ 10) が検出された。最大幅３ｍ、深さ１ｍの箱堀であるが、東から西に向かっ
て少しずつ幅が狭まっており、西端では幅１mである。位置的には堀切と想定されるが、
後述する B区で確認された薬研堀のような防御性の強いものではない。
　A区で出土した遺物は、黒褐色の表土層からは後世の削平や畑作によって戦国時代か
ら現代に至る様々な遺物が確認されている。その層の下に広がる黄褐色土層からは戦国
時代と思われる土師器の皿・鍋、瀬戸美濃産の擂鉢や常滑産の甕や、江戸時代前半と考
えられる陶器片などが出土した。また、竪穴状遺構からは青磁片が出土している。

第 1 図 城山城跡の主な推定曲輪と調査位置図
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B 区　調査直前の状況として、調査区北端（標高 190m）に堀状の地形、その南方に若干
の高低差をもちながら４つの平場が確認され、さらにこれら平場群より約４〜８m下方
を帯曲輪状の地形が廻っているのが認められた。堀状地形・平場群は畑として利用されい
ていた。従前の研究では堀状の地形が堀切と想定されている。発掘調査では、想定された
地点での堀切や、平場群で戦国時代から江戸時代にかけての３時期以上の遺構の変遷が確
認された他、下方の帯曲輪状地形にて横堀が確認された。この順で以下に概要を記す。
　堀切は、調査区範囲内ではその南半分のみが確認された。上幅３m以上、堀外側から
の深さ 2.8m 以上の薬研堀である。堀内側は現状の地形から切岸になっていると考えら
れ、切岸上端と堀底との高低差は約８m、堀外側からの実効堀幅は約10mと推定される。
全長は約 17mで、東端では、地山を削り出して造った土橋と、そこから堀外へと伸びる
通路や柵が確認された。土橋は上幅が 50㎝である。通路は約１m幅で、堀切に沿って緩
やかに下り土橋に至る。当該遺構は遺物の出土がほとんどみられなかったが、堀の形状な
どから山城の堀切と考えて問題ないであろう。
　平場群は堀切の南方に位置し、一部は江戸時代以降、耕作時に削平されたり拡張され改
変を受けている。戦国時代から江戸時代初めには、尾根筋より西側はほとんど造作の対象

第 2 図 01A 区遺構概略図
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になっていなかったと考えられる。一方尾根筋より東側の状況は、遺構の重複から３時期
の変遷が想定できる。１時期目は、地山を掘り込んだ堀割状の通路が調査区内を下方から
北端の堀切まで伸びる。上幅５m以上、深さ２m以上の逆台形の断面をしている。２時
期目の平場３から平場１へ移る地点でくびれ、平場１相当地点で上幅約８m× 10mの箱
形に広がる。出入口に関わる施設と推定される。この通路は下層の砂質土と上層の粘質の
強い土で埋められており、平場３相当地点では、上下層位間で径 15〜 30 ㎝の円礫・角
礫が集中して出土している。２時期目は通路遺構を埋め地山を削って３つの平場が造成さ
れ、さらに竪穴状遺構などの施設が造られる時期である。平場どうしは 1.5 〜２mの高
低差がある。竪穴状遺構は３つ確認され、最大のものは平場４のＳＸ 06で、４m×２m
規模の隅丸長方形を呈している。埋土からは鉄滓・土師器鍋・瀬戸美濃産陶器の小片が出
土しており、遺物の年代は 16世紀前半と考えられる。３時期目は、竪穴状遺構が埋めら
れた後に建物が建てられる時期である。径 25 ㎝、深さ 10 ㎝の円形の堀形が１〜 1.5m
の等間隔で並び、２間×２間でまとまっている。礫が出土しないので掘立柱建物と考える
が、小規模な礎石建物の可能性も考慮したい。ただし時期の特定はできていない。
　平場群の東から南側斜面は、平滑な急斜面へと造り変えられ切岸となっている。最も急

第 4 図 01B 区遺構概略図（2 時期目）第 3 図 01B 区遺構概略図（1 時期目）
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な東側の切岸は下方の横堀底との高低差８m、傾斜角度は 36°である。切岸は１時期目
の通路を埋めた粘土層を削っており、それ以降の造作であることが確認できた。その下
方の横堀も同時につくられたと考えられる。横堀は、標高 184mの地点をほぼ水平に伸
びており、地形に合わせた曲線を描いている。調査区内で一旦途切れ、端部が谷方向へ
抜ける形となっている。上幅は３m、深さ２mの薬研堀である。
　２年次にわたる発掘調査の成果を概括し、まとめにかえたい。
（１）城山城跡の範囲に関わる成果である。昨年度確認された腰曲輪に伴う横堀、今年
度 A区の堀切、B区の横堀は標高 180 〜 185mに位置している。おそらくこの地点で山
城の南端を防御していたと考えられる。これらの発掘成果によって従来考えられていた
城域より若干広い城域であったことが判明した。
（２）今年度 A区で確認された箱状を呈する堀切と B区などで確認された薬状を呈する
堀切という形状の異なる堀が、一つの山城の中で混在している点である。これらは別の
時期あるいは別の造営主体によって構築されたと考えるべきであろう。
（３）今年度 B区で確認されたような大規模な改修である。B区では、通路を埋めて平
場を造成し、さらにそれらを囲むようにして横堀を廻らしている。実年代としては 16世
紀前半以降が考えられる。足助の地は元亀２（1571）年以降に武田氏の軍勢に攻め込ま
れており、そのような史料で確認できる歴史的事件に象徴される、戦国時代末期の逼迫
した情勢にどのように関わっていたのか、今後の検討課題である。	（武井繁樹・永井邦
仁）

ま と め
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III. 埋蔵文化財講演会の記録

発掘された文字が語る日本史

　　平川　南氏（国立歴史民俗博物館教授）
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１. はじめに

　国立歴史民俗博物館の平川と申します。よろし
くお願いいたします。
　近年、発掘調査によって、たくさんの遺跡や遺
物が発見され、そのたびに新聞等で、「日本の歴
史が大きく塗り替えられる」などの見出しが踊っ
ていることは、皆さんもご承知かと思います。し
かし、ひとつの遺跡ひとつの遺物によって、これ
まで営々と研究されてきた日本の歴史が、大きく
塗り替えられるということは、なかなか現実には
ありません。今日ご紹介しますような、古代の遺
跡から出土した文字資料も、そういう点では、と
ても１点で大きく歴史を塗り替えるなどというこ
とはございません。しかしこういった資料を丹念
に積み重ねることによって、歴史が大きく根底か
ら揺さぶられていくというのも事実であります。
今日は、その一端をお話しして、このような資料
がそれぞれの地域において、膨大な数に上ってき
ており、地下には、そのような資料が無尽蔵に隠
されているというところにも、これから我々が大
きな期待を持って、考古学的な発掘調査を見守っ
ていきたいと思います。
　資料を見ると、難しいように思われるかもしれ
ませんが、内容はごくごく我々の身近な歴史を物
語っていて、決して難しくはありません。それか
ら会場でお配りしている『発掘された文字世界』
という、今回の埋蔵文化財展の、カラー版のきれ
いなパンフレットの方も、合わせてみていただき
たいと思います。

2. 日本列島での文字使用の開始と発展

　日本は元来、文字というものを持たなかった。
何かを記録しようとしたときには、それを記録す
る術がありませんでした。そこで、おそらく卑弥
呼の時代あたりの中国と盛んに外交関係を結んだ
ときから、外交上どうしても相手といろいろなや
りとりをするためには文字が必要になりました。
経済的な取引をするためにも必要になりました。
そこで中国の漢字を採り入れて、最初はおそらく

漢文で記していた。ところが、５世紀くらいにな
りますと、日本は倭の五王の時代、中国の皇帝か
ら倭の支配者として承認され、国内の統治が飛躍
的に進んだとされる。そういう時期から本格的に
国内の政治で文字を使うようになったと考えられ
ます。ただ最近、三重県などを中心に、弥生時代
の土器に墨で文字を記したり、あるいは、箆（へ
ら）のようなもので土器に彫りつけて文字を記し
た資料が出てきて、新聞などで、「日本最古の文
字発見」などと、活字が何度か踊ったのはご記憶
かと思います。ただ、これは残念ながら１つの文
章になっていないですね。ですからこういった文
字は、本当の意味での文字の始まりというかたち
で評価するわけにはいかない。おそらく、外交で
文字を使い始めて、次第に文字といろいろな場面
で接触する中から、そういった文字のいくつかを
土器に記すような行為も間々行われていた。その
程度に現段階では考えておきたいと思います。そ
して本格的に文字を支配者の側から、いわば王の
方から、その臣下の人たちに文字を以て命令を下
したり、あるいは文字を以て権威のしるしとす
る、文字の国内政治上の使用が開始されたのが５
世紀とみて、現段階では問題がないと思います。
　日本ではやがて行政上でますます文字の必要性
が高まってきました。とくに法令によって政治を
行う律令国家の開始、すなわち多くの文字を使用
して中央から文書によって命令を下し、各地域か
らは文書によって報告を行うという、文字による
やりとりが本格的になってくるのが、現在では７
世紀と考えております。ただ、残念ながら日本で
は６世紀の文字資料を欠いています。５世紀に、
刀や剣に記された文字や、鏡に記された文字が確
認されてますが、この６世紀には、そういった資
料も途絶えてしまって、７世紀に入るとそれが飛
躍的に増大してきます。そういう点では、今日午
前中に見せていただいた、勝川遺跡出土の埴輪に
記された二つの文字【資料１】は、聞くところに
よりますと、近世の遺構から出土したということ
で、もしこれが後から刻まれたこと（いわゆる焼
成後）になれば、これが埴輪の年代である５世紀
末あるいは６世紀初めくらいという年代とは合わ
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なくなるのですが、この埴輪を作った時になま乾
きの状態で、竹篦のようなものの先端で文字を記
した、と判定できれば、これは紛れもなく我々が
喉から手が出るほど欲しがっている６世紀の生の
資料の１つになるわけです。これが今まであまり
表舞台に出てこなかったのは、おそらく上記の点
が判然としなかったためでしょうが、今後は、も
う少し積極的にこの資料を分析して、もしこれが
なま乾きの状態で、箆で書かれたとすれば、江戸
時代の遺構から出ようが、埴輪の年代そのもので
考えて問題はないのですから、今後の検討結果に
よっては大変重要な資料となるということを今日
感じました。今後是非これを精査していただけれ
ばと思います。
　７世紀に入ると、漢字・漢文で始まった日本の
文字文化が飛躍的な発展を遂げます。いってみれ
ば、漢字を自分たちの文字として駆使できるよう
になってきたのが７世紀の資料からはっきりと読
みとることが出来ます。もう、純粋の漢文ではな
くて、木簡のような非公式な資料の中には、和文
化されたものがありますので、そういう面では、
かなり使いこなされてきております。また、近年
盛んに字書木簡（じしょもっかん）という、木の
札に、この漢字はどういう音で、どのような意味
があったか、というようなことなどを書き記した
資料が出てきてます。いかにこの時期が、文字を
自分たちのものにしようと悪戦苦闘していたか、
ということをよく読みとることができます。こう
いったものがやがて、奈良時代といわれる８世紀
に、『古事記』や『日本書紀』のような記録類や、

さらには『万葉集』のように歌を文字で記すとい
うことも可能にしたわけです。そういう点で７世
紀の資料というのは、たいへん注目され、これま
で木簡があまり出なかったような地域でも、最
近、長野県更埴市の屋代（やしろ）遺跡群で７世
紀後半の木簡が 126 点も大量に出土したり、徳
島県徳島市の観音寺遺跡では、７世紀の前半にも
入ろうかという、中国の孔子の教えの『論語』を
書いた木簡や、７世紀後半の行政文書が大量に出
て、人々を驚かせた。こういったことからも、い
つ、いかなる地域で新しい資料が出るか、全く予
測がつかないのです。現にこれまで愛知県から都
に税として納めた時の付札（つけふだ）が都で多
く出土しますが、地元でも、下懸（しもかけ）遺
跡から木簡が出土し、その木簡には『春秋（しゅ
んじゅう）』や『尚書（じょうじょ）』のような
書物、中国の古典について書いてあります。これ
は手習いなのですが、こういったものが出るとい
うこと、すなわち中国の古典などの意識があると
いうことは、おそらく、この近くに役所があっ
て、そこの役人が教養を積むために、こういった
書物に親しんでいたという証拠でもあるので、下
懸遺跡の周辺のさらなる発掘調査に期待するとこ
ろであります。こういうものは、なぜか１点出ま
すと次から次に出てくるのがどこの県でも通例で
すので、これから愛知県でもこういった資料が急
増するものと期待されます。

３．墨書土器に古代村落の人々が託したも

の　役所の中で、文字が、いわば行政上の必要性

から使われるようになったのですが、やがてその
動きは、一般の村々にまで普及します。特に、古
代集落遺跡の一般の人たちの住まいの跡から、
土器に文字を記した、いわゆる墨書土器が近年
大量に出てきまして、愛知県でもたくさんの資料
が出土し、今日も展示されております。これは、
文字が村の中にまで浸透していったという何より
の証拠であります。ただ、注意しなければならな
いのは、土器に墨で文字を記すという行為が一般

資料 1. 勝川遺跡　刻書のある埴輪
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的になったからといって、当時の人たちが、誰で
も文字を使いこなせた、つまり、書いたり読んだ
りできたかというと、どうもそうではない。一時
期はこういった墨書土器が出るということで、そ
のように考えたのですが、全国各地から出土する
墨書土器をみていきますと、書かれている文字は
かなり限定されている。しかもその文字は、例え
ば三重県柚井（ゆい）遺跡という、ここは木簡な
ども出ておりますので、若干遺跡の性格は複雑で
すけれども、この遺跡出土土器に書かれているよ
うな、「平安」「萬」「大富」「大善」といった
文字群【資料２】からわかりますように、書かれ
ている文字はいわゆる吉祥句（きっしょうく）的
な、おめでたい、豊かなことを表したりする、そ
ういう文字に限られている。北は北海道から南は
鹿児島県まで、今のところ沖縄ではそういう資料
が確認されてないのですが、みる限りでは、ほと
んど同じような文字が使われているということか
らも、これをもって文字が普及したとは言えませ
ん。しかも、こういう文字を記すという行為から
しますと、この後の資料からわかりますように、
それはあくまでも役所の文書の延長線上にあると
いう点に、注意しなければなりません。
　それでは、配布した資料をみていきたいと思い
ます。資料の絵【資料３】をごらんください。こ
れは有名な閻魔（えんま）大王ですね。閻魔さん
を描いた、地獄絵といわれるものです。真ん中に
座っている厳めしい顔をしたのが、閻魔様、閻魔
大王ですね。閻魔は大王ですからオオキミという

わけです。つまりこの閻魔様のいる世界も、朝
廷、役所の世界を表しているわけです。その両側
には、何やら書き物を手にした二人の人物がおり
ます。一人は、司命神（しめいしん）という、命
を司る神ですね。これは冥界の戸籍を管理して、
戸籍に記載した年齢に達した者を閻魔様のもとに
召し出すという、そういう役割をもった人、つま
り命がここで終わりというので冥土から迎えがく
る、それを記録・管理する係になります。それか
らもう一人が、司録神（しろくじん）といって、
この人は娑婆（しゃば）にいる、一般の俗世界に
いる人たちの善いことと悪いこと、善行をどれだ
けしたか、それから悪いことをどれだけしたかを
カウントするのです。だからいくら悪いことを
やっても、たくさん善いことをすれば帳消しにな
る。差し引き計算して、その寿命をカウントする
係、これが司録神です。だから人々はいつも、こ
の世の中でいろいろな悪いことをして、いつ自分
が冥土に召されるかと恐れおののいていた。それ
が当時の、古代の社会であっただろう、人々の気
持ちであっただろう、そしてそういう信仰が強く
広まっていただろうと考えられます。
　そのことを示す資料があります。墨書土器とい
うと、ほとんどが１文字２文字に限られているの
ですが、香取・鹿島という今の千葉県や茨城県に

資料 2. 柚井遺跡出土の墨書土器

資料 3. 冥界の絵
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またがる、香取海（かとりのうみ）という内海が
発達した地域に、大和朝廷が東の宗教的な支配の
拠点にした、香取神宮・鹿島神宮という大きな神
社があります。この周辺で、土器に不思議な顔を
描いたり、長い文章を書いた墨書土器が出土して
います。それが墨書土器の世界では、何を土器に
書いたかということを紐解く大きな手がかりにな
るのです。その一つが、例えば「･･･ 廣友進召代
（ひろともめさるるかわりにたてまつる）弘仁
十二年十二月」というふうに、人名を書き、召さ
れる代わりに、この土器におそらくご馳走を盛っ
て差し上げます。そしてそのお願いした日付、弘
仁十二年（西暦 821 年）と年号を書いて、さら
に何やら厳めしい顔が描かれている（千葉県八千
代市上谷遺跡【資料４】）。次の資料【資料５】
には、「罪司進上代」と書かれています（富里町
久能高野遺跡）。罪の司というのも、冥土の世界、
つまり人々の罪を裁く役所という意味です。した
がってこれは当時の刑部省などの実際の律令の役
所の名前ではなく、冥土で閻魔大王が人々の善行
悪行を勘案して裁く役所という意味です。その冥
界に対して、この土器にご馳走を盛って奉るとい
うことになるわけです。それから次の資料【資料
６】は、「村神郷（むらかみごう）丈部国依（は
せつかべのくにより）甘魚（あまな）」と書いて ありますが、「村神郷」とは、郷の名前、「丈部

資料 4. 上谷遺跡出土の墨書土器 資料 5. 久能高野遺跡出土の墨書土器

資料 6. 権現後遺跡出土の墨書土器
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国依」とは人名、「甘魚」とはご馳走という意味
です。これも同じように土器に、村神郷の丈部国
依という人物がご馳走を盛って奉りました、とい
うことを書いているのですね。全てがこういうか
たちで書かれていることからわかりますように、
人々は、その罪の大きさによって冥界の罪の司
から召し出されるのを防ぐためには、何とかして
ご馳走を送って自分の命を長らえるという行為を
行った。そのための土器であったと解釈できるの
です。
　そういう話は、『日本霊異記』という日本で一
番古い仏教の説話を書いた書物が残っているので
すが、その中にいくつか出てきます【資料７】。
閻羅王（えんらおう）とは閻魔王のことです。饗
（あえ）というのは饗応するということ。最近で
は汚職事件などのときに饗応という言葉が活字で
出ますが、まさにそれですね。接待するという意
味です。閻魔王の使いの鬼が、召し出しに行った
人物のご馳走を受けてしまったために、恩を感じ
てその人を助けてしまう、そういう話が載ってい
るのです。讃岐国山田郡の布敷臣衣女（ぬのしき
のおみきぬめ）という人が病気になったので、門
の角のところに、病気をもたらした疫病神に対す
る賂（まいない）、ご馳走を差し出して自分の病
気を治してもらおうと思ったら、そこへ閻魔王の
使いの鬼がやって来て、その食事を食べてしま
う。饗応を受けたからには、その人物の恩に報い
なければならない。しかし手ぶらで帰るわけには
いかないから、同じ姓で同じ名の人がいたら教え
てくれ、と言い、代わりの人を連れていった、と
いう話です。ところがたちまち閻魔王は、召し出
すべき人ではないということを見破って、もう一
度、召し出して来いと、突き返してしまうのです。
なぜ見破られたかというと、閻魔王のそばにちゃ
んと戸籍があるからです。そういうことをこの中
では語ってる。そういうことから、これらの土器
は、自分が犯した罪が大きくて召し出されようと
したときに、ご馳走を差し出してその罪から免れ
る、命を長らえるという行為を盛んに行っていた
ことを示していると思われるのです。
　そして土器に書かれている文言は、何々に進

上、などの文章でわかりますように、丁寧なもの
になると○○国△△郡□□郷何の誰々というふう
にまで書いて、戸籍上の名前を書いた土器を使っ
て願い事をする。以上のことからわかりますよう
に、この文章そのものが、行政文書なのですね。
したがって自分の願いを込めて伝えるときに、行
政文書をそのまま土器に書いた。律令国家の文書
行政が前提で、それがある程度徹底した段階で、
一般の集落の人たちが、そういう文言を利用して
文字を記すようになったことがわかります。です
から墨書土器は、だいたい９世紀、平安時代に入
ると爆発的に流行する。まさに律令国家が、文書
行政を展開した後に、そういった現象が起こった
と理解できるわけです。以上のことから、１文字
２文字書いたもの、先ほどの「平安」「大富」な
どの文字のように、自分たちがいつも豊かに、い
つも安らかに暮らせるように、さまざまな願いを
込めて土器に文字を記した。しかも記した土器は
原則として貯蔵具ではなく坏型の供膳具で、それ
に物を満杯にして捧げることによって、自分の平
安を祈ったと理解できるのです。
　したがってそういう面では、一般の農民までが
文字を記したと考えますと、文字は郷の人々に
とっては、上から命令される手段として受けとめ
られていたと思われます。今日は資料に示しませ
んでしたが、郡の役人が、郷の人に対して、いろ
いろな召喚状を木簡というかたちで行いますが、
それは通常の文書木簡が、当時の１尺（＝ 30 ㎝
弱）くらいの長さが一般的であったのに対して、
郡から郷へ、つまり一番行政の末端の人たちを召
し出すときの命令書だけが、60 ㎝近くあるとい
うことがこれまでの資料で確認できます。しかも
通常の文字の何倍もあるような大きな文字で書い
ている。こういうことは漢字の故郷である中国に
はない。そして日本でも、役所の中ではない。一
番末端の人たちに命令する木簡だけが、大きな字
で書いてある。このようなところにも、文字を持
たない人間に対して、文字そのものが権威のシン
ボルとして、大きな意味をもっていたということ
がわかります。これが古代日本の文字世界の、ひ
とつの大きな特徴です。
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　つまり、全てが文字に親しんでいた社会ではな
いので、文字を知らない人たちに対してことさら
大きな文字で示した。それを受けた人たちが今度
は、神や仏に祈りを捧げるときに、文字を以て自
分の願いを記したのもこの時代である。だから縄
文時代とか弥生時代においても、人々は信仰を篤
くして、いろいろなことを神様に願ったはずで
す。ところが文字で願いを記すという行為は、９
世紀、平安時代の初め頃になって初めて広がりま
す。それは行政文書というものが前提になってい
て、しかも人々が文字に権威や呪術的な意味合い
を十分に意識していたからではないかと考えられ
ます。
　それに関してさらに好例が、則天文字（そくて
んもじ）というものです【資料８】。則天文字は、
則天武后という中国の女帝（在位 690 年〜 705
年）が皇帝となったときに、漢字にはない 18 の
文字を自ら考案したものです。考案した文字は主
として則天武后ゆかりの文字です。則天武后が即
位したときに定めた年号の文字が、そのまま使わ
れています。それから「天」「地」「人」といっ
た主要な文字を考え出したのでしょう。あるいは
「国」「臣」も考えられていました。そして則天
武后はそれらの文字を強制的に国民に使わせたの
です。しかし則天武后は 15 年で皇帝の座を降り

てしまい、中国ではこれらの文字は使用禁止にな
ります。ところがその頃から遣唐使が中国に渡っ
てこの文字を日本に持ち込むのです。そこから日
本では大流行したと考えられます。ところが不思
議なことに、則天文字は都ではあまり資料として
出てきません。むしろ都よりも離れた地方でこう
いった文字が盛んに使われている。この文字は漢
字ではないけれども、漢字をいわばこじつけたよ
うな文字ですね。例えば、明るい空、と書いて、
一文字「■」で「照」という文字を表している。
それからこれは皆さんもみたことのある文字でお
気づきだと思いますが、くにがまえの中に八方と
書かれている、この字が「圀」という字ですね。
これは水戸光圀の「圀」という字です。それから、
「山」に「水」に「土」と書いた、これは島根県
松江市の出雲国府跡で出ています【資料９】が、
これで「地」と読むのです。「一生」を「■」と
書いて「人」と読ませるのも同じです。それから
展示場に則天文字ではないかと表記されていたの
が、「天」という字ですね【資料 10】。展示さ
れている「天」の字は、「天」そのものではない
ですね。これを則天文字と呼んでいいのかどうか
については少し慎重でなければならないと思いま
すが、則天文字紛いの文字であると今のところは
考えておいたらよいかと思います。ちなみに古代

資料 7. 日本霊異記 資料 8. 則天文字一覧

資料 9. 出雲国府跡出土
の墨書土器
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の墨書土器の中には、ときどき何という字か読め
ないことがよくありますが、それは合わせ文字と
いう書き方です。パンフレットの文字をみてくだ
さい【資料 11】。この字は一見するとよく読め
ません。ところがよくみると、「南」という字の
中に「生」という字がはめ込んであります。これ
は合わせ文字とよばれる、特殊な字の書き方で
す。古代朝鮮にはこういう資料がありますので、
おそらくその影響で入ってきたと私は理解してい
ます。字そのものが持っている呪術性は、わから
ない字であればあるほど呪術性が高くなります。
したがって則天文字が、文字が充分普及しない地
方ほどもてはやされたという点から考えると、都
に出土例が少ないということの説明ができるので
はないでしょうか。なお則天文字のうち、現在使
用されているのは、水戸光圀の「圀」という１文
字だけになっております。
　私は以前、『古代日本の文字世界』のむすびの
ところで余談めいて書いたのですが、暴走族がよ
く画数の多くて難しい漢字をガードレールなどに
スプレーで書いているのを見ますが、あれも私は
同じ現象であると捉えています。つまり今の若い
世代が漢字から遠ざかっていく一方で、暴走族が
「憂鬱」や「薔薇」のような画数が多くて覚えに
くく書きにくいような、特殊な文字を好んで使っ

ている。これは現代文字文化の荒廃した姿を表
す、ひとつの危険信号のように私は受けとめてお
ります。

４．土器に記された古代の地名

　以上、みてきたような資料は、『日本書紀』『続
日本紀』などの当時の歴史を伝える記録類には描
いていない世界であり、当時の人々の心の中まで
を物語っているというところに重要な意味があり
ます。そしてさらに最近になって、土器に書かれ
た文字が、別の意味で重要性を発揮するようにな
りました。これまで、我々は記録されたものを基
礎にして、日本の歴史を考えてきました。やが
て、平城宮をはじめとする中央や地方の役所から
木簡資料が出ることによって、幅が広がり歴史を
大きく見られるようになった。ところが木簡資料
あるいは記録された資料というのは、あくまでも
基本的には公的な資料です。
　一般の集落をみていくと、次のような例があり
ます。千葉県の市原市の草刈という地域で、宅地
造成のために発掘調査をしました。そこで出土し
た８世紀の前半の土器に、「草刈於寺坏（くさか
りのうえのてらのつき）」と墨で書かれていたの
です【資料 12】。「坏」というのは土器の形そ

資料 11. 勝川遺跡出土の墨書土器「南生資料 10. 勝川遺跡出土の墨書土器「天
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のものを表しています。おそらく上の寺・下の寺
というふうにあったと思いますが、「草刈」とい
う地域に、七堂伽藍が整った国分寺とは異なる、
集落内で、溝を掘った内側にお堂１棟程度からな
る寺があった。周辺にいる人たちの信仰の対象に
なったそのお堂を、人々はその地域の名前をつけ
て○○寺と呼んでいたと思われます。したがって
そこに書かれている地域名は、その集団の一番大
事な地域の名前なのです。ここでは「草刈」地域
の寺ということなのですね。佐倉市の高岡遺跡か
らは「高■（岡）寺」墨書されたものが出ました
【資料13】。それからここの御津町は、「みと」
と読みますが、同じ「御津」と書いて、兵庫県揖
保郡では「みつ」と呼んでます。両方とも同じ意
味であることを示す証拠があります。佐倉市に坂
戸というところがあり、発掘調査した結果、現在
は「さかと」といいますが、出土した９世紀中頃
の土師器の杯には「坂津寺」と記されていた【資
料 14】。つまりここはもともとが、「さかつ」
という地域で、そこに建てられたお寺だから人々
は「さかつてら」と呼んで信仰していました。現
在は戸という字を書いて、佐倉市坂戸という地域
名が残っている。「草刈」「高■」「坂津」は、
制定された行政単位の国・郡・郷の名前ではない。
今までの古代の公的な史料の中には全く姿を表さ
なかった地域名が、８世紀前半や９世紀の中頃、
今から 1200 〜 1250 年前の土器に書かれている
ということは、1250 年も前からそこは「草刈」
と呼ばれていた地域だったことを初めてこの１点
の墨書土器で証明できたわけですね。おそらく、
これから愛知県でもこういう資料によって、自

分たちの住んでいる地域名の歴史が証明されてい
くと思います。そして何よりも大事なのはこうい
う地域名が実際には各地にあったのです。その中
の一つを行政に登録したものが郷名として記録に
残っていて、登録されなかった地名が時々「村」
というかたちで出てきます。これもぜひ注目して
おいてください。距離や土地の所在を示すときに
は、郷名まで記した後に村名を記します。これは
堤防を築いたときの記録で、『続日本紀』という
当時の正史、歴史書に書かれているのですが、○
○国△△郡□□郷××村から、△△郡□□郷××
村まで、一千余丈と書いてあるのです。というの
は、地点を示そうとすると、郷では地点を限定で
きないからなのです。

5．古代の生産と交易活動

　次に木簡資料をみてみたいと思います。木簡も
たくさん出ていますから、いろいろなことが木簡
から知ることができますが、一つはそれぞれの地
域で採れた特産物が都に税という形で運ばれてい
ることです。都に集まってきた税から、その地域
では当時特産物が何であったか知ることができる
のです。尾張・三河国とか、伊勢・志摩国といっ
たそれぞれの東海の国々から差し出したものをみ
ますと、特に志摩国であれば、海産物に限られて
います。「塩」「海藻（わかめ）」「和布蕪（め
かぶ）」「伊伎須（いぎす）」「弥留（みる）」
「海参（いりこ）」「堅魚（かつお）」「鰒（あ
わび）」です。都のいわば台所のような役割を負っ
たのが、志摩国という小さいながら豊かな海産物

資料 12. 草刈遺跡出土の墨書土器

資料 13. 長熊廃寺出土の墨書土器
資料 14.：坂戸広遺跡出土の墨書土器
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を産出した国だったのです。尾張・三河国も同じ
ように、「佐米（さめ）」「赤魚（あかうお）」
「伊伎須」「黒鯛（くろだい）」【資料 15】な
どの海産物が目につきます。都に集まる税という
かたちで入ってくる資料を中心にみていると、律
令体制下の各地方というのは、まるで税を納める
ために生産しているかのように思ってしまいそう
です。
　ところが最近私が注目している遺跡がありま

す。若狭・丹後国を始めとする日本海側では、盛
んに塩を都に送っていますが、数年前訪れた、丹
後半島の京都府舞鶴市に浦入（うらにゅう）遺
跡という製塩遺跡があります。この遺跡で驚い
たのは、これまでは製塩遺跡というと、さほど広
い面積を掘っていませんでした。ところが、火力
発電所を設置するということで、浦全体を発掘調
査したのですが広大な面積を掘ったために、遺跡
のほぼ全貌がわかったのです。それは完全な製塩

資料 15. 木簡資料にみる伊勢湾岸の海産物

英虞郡木簡「鰒」

幡豆郡木簡「赤魚」

幡豆郡木簡「佐米」

三重郡木簡「黒鯛」

志摩郡木簡「海藻」



91

の工場と言っていいほどで、15 ｍ単位に平場が
設置されて、それが 200 ｍくらい続いているの
ですね。そして製塩土器は１回製塩するとボロボ
ロになりますから、それを捨てる場所まで一定方
向に定められています。作業場と捨て場と、そし
て運び出す工程が完全にシステム化された大工場
をみて、しかもそこを支配しているのは、丹後半
島の代表的な豪族の笠氏であることがわかったと
きに、これこそが古代の生産の本当の姿なのだな
と感じたのです。確かに当時海岸部に住んでいた
人たちは、海産物の一部を都に送っていたのです
が、例えば志摩国にいる豪族は、ただひたすら中
央に海産物を送るだけではなくて、海産物が唯一
の特産物だとすれば、それを徹底した高い生産力
によってこれを商品化していたのです。そしてそ
れを他地域との取引に使うことを考えたのであろ
う。だから丹後半島の浦部分では他に何も採れな
くても、徹底して塩を生産し、大量に作った良質
な塩を元手にして内陸の山間地域と取引すれば、
獣の肉や繊維製品である麻布や絹が手に入ったで
あろう。そういう点で、律令国家の時代は、各地
で生産の”特化”が進んだ時期だと考えています。
　また最近、北海道の例がわかってきて、律令国
家の外と考えられていた北海道の石狩川流域で
も、その現象が見事に確認されています（瀬川拓
郎1996「擦文時代における地域社会の形成」『考
古学研究』第 43巻第 3号）。擦文時代、ちょう
ど７世紀に入ると北海道も大きな文化の変動があ
るのですが、それまでみられなかった現象とし
て、鮭の採れる石狩川流域に人々が集まってき
ます。そして大量に鮭を捕獲して、そのままの状
態ではなく、干し場を作って徹底して乾燥・加工
しているのです。そういう遺跡が多く出てきてい
る。その一方で、その頃から北海道には鉄が入っ
てくる。そしてときとして麻布や絹のような繊維
製品が入ってくる。それらのものは鮭を交換材料
にすれば、容易に手に入っただろう、ということ
がわかります。北海道のように律令国家の外にあ
る地域でも、この時期に生産が特化されて他地域
と交流する。したがって都と地方との間だけでな
く、地域同士がどのように交流していたかを考え

る必要がある。各地域の生産が特化するには、活
発な交易という前提条件が整わないと、おそらく
達成できなかったのではないかと考えられます。

資料 16. 伊場遺跡出土木簡
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６．木簡にみえる古代交通路

　木簡では、通行手形のような資料も最近注目さ
れています。これはパスポートみたいなもので、
人々が、国境や関所を越える時に必要だったもの
なのですが、何点か出土しています。浜松市伊場
遺跡では、美濃国不破関を越えて京に向かうため
のパスポートが出てきてます【資料 16】。途中
の交通路に設置された駅家を通過するとき、おそ
らく駅馬を利用することができるという札です
が、伊場遺跡があるのは、遠江国の敷智（ふち）

郡です。この敷智郡から、ここに書かれた「宮地
（みやぢ）駅家」「山豆名（やまつな）（山綱）
駅家」「鳥取（ととり）駅家」と通って行きま
す。駅の順番から言いますと、三河国の駅家名だ
けが入っています。したがってこのパスポートで
は、駅家の利用は、東海道の隣国の三河国まで有
効であったということになります。そこから先の
尾張国の駅家名はここには書かれてない。という
ことは遠江国から東海道を三河国まで来て、尾張
国を通らないで一気に北上して、そこから先は不
破関を越えて都に入っていることになります。そ
れは、濃尾平野の何本もある大きな河口を通るこ

資料 17. 伊勢湾岸の古代交通路
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とが困難であったために、おそらく三河国鳥取駅
家から川を上流に遡って、東山道を通って美濃国
に入り、不破の関を越えて、近江国を通って都に
入っていったと考えられるのです【資料 17】。
これは東海道の甲斐国の場合も同じで、都から甲
斐国に帰るときに、不破の関を越えて本土に帰る
と書かれています。本来ならば、東海道の鈴鹿の
関を越えて行くべきところを不破の関を越えて、
そこからおそらく三河国を通って遠江国に至る、
さきほどの伊場木簡と逆のルートを行ったと考え
られます。こういった通行手形から、当時の実際
に使われていた交通路を読みとることもできるの
ですね。

７．「伊保郷印」の来歴

　次に、印の話を簡単にいたしたいと思います。
全国各地の遺跡から古代の印がよく出てきます。
印は青銅製印です。西暦 704 年の時に、各国の
印が中央政府の手で一斉に作られました。その時
に国名が２文字で登録されました。例えば下野国
の場合、藤原京出土の７世紀出土の木簡では「下
毛野」と３文字で表記してたものが「下野」と２
文字に統一されたのです。本当は「毛」という字
が入らないと「しもつけ」とは読めないのです。
「しもの」ですからね。そして郡の印も同じよう
にして作られたのですが、郷（里）の印もあった
のです。ところが公印とは郡印までで、郷（里）
の印は公印扱いされていませんでした。郷（里）
の印は、実際に印が押された文書が遺りませんか
ら、公印としては使われなかったが、何故か印
は作られていたのです。その代表的なものが、豊
田市郷土資料館に保管されている、三河国賀茂郡
の「伊保郷印」という印【資料 18a】です。これ
は私も現物を調査させていただいたのですが、彫
りの深いたいへん立派な印でした。ただ困ったの
は、「伊保郷印」の印は３つも４つもあるのです
ね。豊田市保見町には「伊保郷印」【資料 18b】
があり、個人で所蔵されているもの【資料 18c】
もあります。ただ、これらを調査してわかったこ
とは、豊田市郷土資料館の「伊保郷印」を実際に

紙に押して印影でみますと、「伊」の一部が欠け
てますね。「郷」も一部が欠けますが、しかし現
物でみるとそこは欠けていない。それは字画のう
ち低い部分は押した時に欠けてしまうからです。
その欠けて見える印影をそのまま採択したのが、
松平定信の『集古十種』（1800 年成立）という
書物にある印影【資料 18d】です。そして保見町
所蔵「伊保郷印」をみると、「伊」の一部が、初
めから欠けて造ってあるのですね。したがってこ
れはおそらく『集古十種』にある印影をそのまま
に鋳造したために、こういう現象が起きただろう
と考えられます。
　このことは化学分析によっても証明できるので
す。銅印といっても、青銅という合金ですから、
普通は銅と鉛とで造って、それに古代には必ずヒ
素が、天然なのかどうかわかりませんが、入って
いるのです。したがってヒ素が入っているか否か
によって、古代か後世のものかおおよその時期が
わかるのです。江戸時代の幕末頃造った印があり
ます。三重県松阪市の本居記念館にある本居宣長
が集めた糸印や銅鈴を借りてきて分析したら、ヒ
素や銀がほとんど含まれていなかった。ところが
古代のものを分析しますと、必ずヒ素や銀が微量
ですが確認できます。銀は、ちょうど江戸時代に
なる直前頃、銀が貴重な時代でしたので、銅に含
まれているわずかな銀を分離する精錬技術が考案
された。そして幕末頃、国学の隆盛で、大和古印
という古代の印を真似た銅印がたくさん造られる
のですが、その時造られた印は、本居宣長が持っ
ていた印もそうですが銀がほとんど含まれていな
い。ところが古代のものでは、銅に自然に含まれ
ている銀が、精錬で分離しないため、確認できる
のです。銀が入っているか否かでも、古代の印か
幕末頃造った印かがわかるのです。結果、豊田市
郷土資料館の「伊保郷印」は、ヒ素も銀も含まれ
ているが、保見町のものにはほとんどヒ素も銀も
含まれていませんでした。以上のような分析結果
と、先ほどのような観察結果と考え合わせると、
この印の相互の関係がわかる。ただし、それは本
物もしくは偽物であるという意味ではなくて、幕
末に古代の銅印を真似て造るという文化が発達し
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資料 18.「伊保郷印」
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たことを示す、大きな歴史資料の一つであると私
は評価しております。

８．木簡に記された稲の品種

　残された時間も少ないのですが、最後に、木簡
によってこんなことまでわかるという例を紹介し
ておきたいと思います。それは本当に小さな木の
札に、何やら漢字で２文字とか３文字書いてあっ
た資料なのですが、それが何の札かずっとわかり
ませんでした。ところが一昨年のことですが、た
またま江戸時代の農業書を見ていましたら、その
文字と全く同じものが、稲の品種としてあること

に気がついたのです。「畔越（あぜこし）」と書
かれた札が、９世紀の山形県の鳥海山麓の上高田
遺跡で出土しました【資料 19】。そこで『清良
記（せいりょうき）』（1702〜 1731年頃成立）
という日本で一番古いと言われている農業書をみ
ますと、90 数品種の、おそらく中世から近世に
かけての稲の品種名が書かれています。その中
に「畔越」と同じ文字の稲の品種名が出てきたの
です。その後各地で出ている木簡を注意深く見て
いると、福島県会津若松市の矢玉（やだま）遺跡
出土木簡では「足張種一石」と確認【資料 20】
でき、『清良記』に「栖張（すくはり）」品種が
あることがわかりました。また江戸時代の農業書

資料 19. 木簡「畔越」 資料 20. 木簡「足張」 資料 21. 木簡「長非子
」

資料 22. 富山県の種俵
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だけでなく、平安時代後半から室町ぐらいまで読
まれた和歌の中にも、稲の品種が「ながひこのい
ね」や「ほうしこのいね」と詠まれている。例え
ば「かぞふればかずもしられず君が代はながた
につくるながひこのいね」（『夫木和歌抄』巻第
三十一）の場合、矢玉遺跡という９世紀の遺跡か
ら出てきた木簡に「長非子一石」と書かれており
【資料 21】、これが稲の品種であることがわか
りました。品種名を書いた付札は、富山県の農家
で現在でも使ってる例【資料 22】があり、種籾
を入れた俵に、木札を差して品種名を書いておく
ものです。これは江戸時代の農業書にもたくさん
出てきます。札は必ず２枚作って、１枚は俵の外
に付け、もう１枚は俵の中に入れておかないと、
はずれたときに稲の品種がわからなくなってしま
うと書かれている。古代でもそうしたと考えられ
ます。その後、全国から出てきた木簡で確認しま
したら、20数品種わかりました。また、昭和 40
年代に農水省が全国の在来品種の調査をした記録
が残っていますが、それをみましたら、三重県・
和歌山県・奈良県の山間部では、現在でも「畔越」
と同じ名前の稲が栽培されていることが確認でき
ました。今後、発掘現場から、稲の種籾を採取で
きれば、DNA 鑑定によって、古代と現在で同じ
名前の品種が、本当に 1200 年間栽培し続けられ
たかどうか確認できると思っております。山間部
の農家を訪ねた時に、「山間部の段々畑のよう

な、１枚々々の田んぼの水温や日照時間が著しく
違うところでは、とてもコシヒカリやササニシキ
だけを栽培するという無謀なことはできません」
といったことを聴きました。つまり 1200 年生き
延びてきた在来品種はもう実証済みだからなので
す。そういう面でこういう品種がこれからも大切
に保存されていくことが、おそらく農業、稲作農
耕においては大事なことだろうと思われます。

９．おわりに

　私は年来、現在の地域社会が活性化し自立する
ための大きな活力源というのは、その地域の歴史
を丹念に掘り起こし、その地域独自の豊かな歴史
があることを証明することだろうと考えてきまし
た。そうすれば、そこに住む人たちが自分の地域
に誇りをもって生活できるのではないでしょう
か。そういう意味で、常に現在に視点をおいて、
歴史が積極的に地域の発展に寄与していくことが
できるであろうと考え、私は出土文字資料をここ
数十年かけて研究してきました。今日その一端を
お話しましたが、この地域の歴史の中でも確認し
ていただければ、私のやってきたことが決して無
駄ではなかったと思えます。今後も機会があれば
こちらに足を運んで、それが証明できるような仕
事をしていきたいと考えております。ちょうど時
間もまいりましたので、私の話は終わらせていた

【資料1】埋蔵文化財展展示パンフレット
【資料 2】名古屋市博物館編 1994『発掘された東海の古代』
【資料 3】（当日資料）
【資料 4】（当日資料）
【資料 5】（当日資料）
【資料 6】（財）千葉県文化財センター 1984『八千代市権現後遺跡』
【資料 7】『日本古典文学大系　日本霊異記』岩波書店
【資料 8】（当日資料）
【資料 9】高島英之 1993「則天文字の導入」『月刊文化財』362 号
【資料 10】埋 文化財展展示パンフレット
【資料 11】埋蔵文化財展展示パンフレット
【資料 12】（当日資料）
【資料 13】（財）千葉県文化財センター 1987『長熊廃寺跡』
【資料 14】佐倉市坂戸遺跡調査会 1986『坂戸遺跡』
【資料 15】名古屋市博物館編 1994『発掘された東海の古代』
【資料 16】浜松市教育委員会 1976『伊場遺跡発掘調査報告書第１冊　伊場木簡別冊』
【資料 17】（当日資料）
【資料 18】国立歴史民俗博物館編 1996『日本古代印集成』
【資料 19】『NATIONAL GEOGRAPHIC』1999-10 号
【資料 20】（当日資料）
【資料 21】（当日資料）
【資料 22】文化財保護委員会編 1967『無形の民俗資料　記録第７集　田植に関する習俗２』平凡社



IV. 埋蔵文化財センターの活動
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埋蔵文化財展 ･ 埋蔵文化財講演会
［愛知県教育委員会 ･御津町教育委員会との共催］

埋蔵文化財展

埋蔵文化財講演会

会　場	 御津町ハートフルホール

会　期	 平成 13年 8月 11日（土）〜 8月 26日（日）

	 	 （月曜日を除く）

テーマ	 「発掘された文字世界」

展示品	 第 1部	 御津町内の遺跡と遺物の展示
	 	 長床遺跡 ･弥勒寺遺跡 ･河原田遺跡 ･長床遺跡 ･船山古墳 ･穴観音古墳
	 	 石堂野遺跡 ･石堂野 B遺跡 ･高坂遺跡

	 第 2部	 出土した文字情報
	 	 川原遺跡 ･勝川遺跡 ･志賀公園遺跡 ･高針原１号窯跡 ･大毛池田遺跡 ･天神前遺跡 ･勝
川遺跡 ･
	 	 下懸遺跡 ･大渕遺跡 ･清洲城下町遺跡 ･下津北山遺跡 ･土田遺跡 ･牛ノ松遺跡 ･
	 	 名古屋城三の丸遺跡

	 第 3部	 平成 12年度 愛知県埋蔵文化財センター発掘調査最新成果・出土品
	 	 猫島遺跡 ･上中・西屋敷遺跡 ･島崎遺跡 ･清洲城下町遺跡 ･志賀公園遺跡 ･烏帽子遺跡 ･
	 	 八王子遺跡 ･長谷口遺跡 ･吉野遺跡 ･岩崎 6号窯 ･上品野蟹川遺跡 ･惣作・鐘場遺跡 ･
	 	 寄元３号墳 ･今町遺跡 ･古新田遺跡 ･城山城跡 ･木戸城跡 ･下懸遺跡

入場者	 986 名

その他	 入場者にパンフレット（A4版 8頁）を配布

埋蔵文化財講座（御津町ハートフルホール）

	 講座 I　8月 11日（土）	 参加者約 60名

	 「御津町の埋もれた歴史」

	 講師：小笠原久和氏（蒲郡博物館）	 「長床遺跡と穴観音古墳」
	 平松　弘孝氏（豊川市桜ケ丘ミュージアム）	 「弥勒寺跡」
	 松田　訓主任（愛知県埋蔵文化財センター）	 「石堂野Ｂ遺跡」

	 講座 II　8月 25日（土）	 参加者約 50名

	 「2000 年度の調査速報」

	 講師：池本正明主任（愛知県埋蔵文化財センター）	 「金萩遺跡」
	 木川正夫調査研究員（同上）	 「志賀公園遺跡」
	 蔭山誠一調査研究員（同上）	 「清洲城下町遺跡」

	 	

会　場	 御津町ハートフルホール

開催日	 平成 13年 8月 18日（日）

講　師	 国立歴史民俗博物館　教授　　平川　南氏

演　題	 「発掘された文字が語る日本史」

入場者	 250 名
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発掘調査技術等研修会
12月 6日（木） 於：愛知県埋蔵文化財調査センター	 参加者 30名

	 講義 I	 ｢ 埋蔵文化財調査におけるホームページの活用」

	 実用報告	 「ホームページの開設から運用まで」

	 実用報告	 ｢ 情報発信としてのホームページ活用」

	 実用報告	 「博物館におけるホームページ活用」	 講師：名古屋市博物館学芸員 松村冬樹

	 	 実態報告（アンケート結果の説明）

12月 7日（金）　	 	 参加者 30名

	 実用報告	 「三重県におけるホームページ活用例」	 講師：三重県埋蔵文化財センター　船越重信

	 実用報告	 「岐阜県におけるホームページ活用例」	 講師：岐阜県文化財保護センター　浅野哲男

	 実演紹介	 「ホームページのデモンストレーション版作成」

現地説明会等

	 遺跡名	 開催日	 所在地	 内　容	 参加者

名古屋城三の丸遺跡	 8 月 26日（土）	 名古屋市中区	 	 110 名

権現山遺跡	 9 月 8日（土）	 岩倉市野寄町他	 	 500 名

中洞窯跡	 10 月 21日（日）	 瀬戸市上品野町	 	 150 名

上橋下遺跡	 2 月 9日（土）	 安城市川島町他	 	 300 名

鶯窯跡	 3 月 3日（日）	 瀬戸市岩屋町他	 	 220 名

城山城遺跡	 3 月 16日（土）	 東加茂郡足助町	 	 1 5 0

名	

戦国時代も東西に走る溝や、江戸時代の屋敷の区画溝や
庭木の跡と思われる土坑、素掘りの井戸などの遺構の解
説と出土遺物の展示。
古墳時代初頭の墳丘墓、古墳時代後期の円墳など。土師
器の甕などの出土遺物の展示。
窯跡１基・整地部分 ( 作業空間 )・灰原などの遺構の解説
や地滑りによる窯体の破壊の説明。出土遺物の展示。
鹿乗川旧河道に伴う淵状の祭祀遺構の解説および底から
出土した獣骨、墨書土器などの展示。
過去 3年間の発掘調査成果の報告会。灰釉茶臼や灰釉馬
紋皿の展示。
戦国時代の山城に関する遺構の解説および天目茶碗等の
出土遺物の展示。

現地説明会

地元説明会および施設見学
	 遺跡名	 開催日	 所在地	 参加者
伝法寺本郷遺跡	 ４月 22日（日）	 一宮市小川町	 47 名	 一宮市立丹陽南小学校
惣作・鐘場遺跡	 ５月 14日（月）	 瀬戸市惣作町他	 40 名	 瀬戸市立祖母懐小学校
埋蔵文化財センター	 5 月 17日（木）	 海部郡弥富町	 91 名	 津島市立津島東小学校
四池 A古窯	 ６月５日（火）	 常滑市金山町	 15 名	 地元説明会
埋蔵文化財センター	 6 月 29日（金）	 海部郡弥富町	 27 名	 全国埋蔵文化財協議会コンピュータ等担当者会議
埋蔵文化財センター	 7 月 11日（水）	 海部郡弥富町	 43 名	 県民大学
埋蔵文化財センター	 7 月 13日（金）	 海部郡弥富町	 27 名	 七宝町ふるさと講座
埋蔵文化財センター	 7 月 31日（火）	 海部郡弥富町	 22 名	 県立半田高等学校
矢並下本城跡	 ８月６日（月）	 豊田市矢並町	 10 名	 豊田市遺跡調査会
埋蔵文化財センター	 8 月７日（火）	 海部郡弥富町	 4 名	 弥富町立桜小学校
埋蔵文化財センター	 8 月 8日（水）	 海部郡弥富町	 4 名	 県立岡崎高等学校
矢並下本城跡	 ８月 10日（金）	 豊田市矢並町	 4 名	 豊野高等学校
矢並下本城跡	 ９月 26日（水）	 豊田市矢並町	 35 名	 地元説明会
惣作・鐘場遺跡	 10 月 7日（日）	 瀬戸市惣作町他	 60 名	 地元説明会
中洞窯跡	 10 月 22日（月）	 瀬戸市上品野町	 20 名	 高等学校理科研究会
埋蔵文化財センター	11 月 22日（木）	 海部郡弥富町	 16 名	 名古屋市博物館ボランティアグループ
東端城跡	 11 月 23日（金）	 安城市中縄手	 150 名	 地元説明会
東端城跡	 11 月 27日（火）	 安城市中縄手	 62 名	 安城市立明和小学校
吉野 ･大坪西遺跡	 １月 12日（土）	 瀬戸市吉野町他	 100 名	 地元説明会
埋蔵文化財センター	 2 月 8日（金）	 海部郡弥富町	 25 名	 弥富町立桜小学校
上橋下遺跡	 2 月 8日（金）	 安城市桜井町	 7 名	 安城市立竜北中学校

記者発表
下懸遺跡	 ９月 26日（火）	 安城市	 墨書木簡
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資料の貸出・提供

貸 出 先 目　的 　　　　貸 出 ･ 提 供 資 料 期 間
35mmカラーポジ1点 H13.4.25

河川工事事務所 愛建賞での発表 清洲城下町遺跡 石垣遠景他 6X7カラーポジ1点 ～

計2点 　13.5.27
年間行事催事予定表 H13.5.16 

一宮市博物館 ｢一宮博物館の催し物｣ 八王子遺跡(一宮市) 銅鐸 6X7カラーポジ1点 ～

に掲載 　13.11.15
海苑社出版『学習に 「ようこそパレース遺跡へ！」(有)あむ 役立つホームページ』 トップページ画面 掲載許可 H13.5.21
(仮題)に掲載

(株)ジャパン通信情報 『文化財発掘出土情報』 H13.5.30
センター 2001年７月号に掲載 木戸城跡 現地説明会資料及び遺構写真 6X7カラーポジ2点 ～

　13.8.13

一宮市博物館
市制80周年記念シン

八王子遺跡(一宮市) 遺構･出土銅鐸
35mmカラーポジ3点 H13.5.18  ポジウム「銅鐸から 6X7カラーポジ40点 ～描く弥生社会」関連 　13.10.19出版物等に使用 計43点

ビデオ番組「発掘！
名古屋市博物館 名古屋城三の丸遺跡」 名古屋城三の丸遺跡 発掘調査風景とその経過 撮影許可 H13.6.6

(仮)撮影
『アジア陶芸史』に(株)昭和堂 掲載 清洲城下町遺跡 灰釉蓮弁文茶碗 掲載許可 H13.6.8

企画展「よみがえれ 89区から本丸跡を望む H13.7.6 
(財)広島市文化財団 天下人の城展」図録 清洲城下町遺跡 清須城の石垣 6X7カラーポジ2点 ～

等に掲載 　13.7.25
国土交通省中部地方整備局 Magロード館 01区作業風景 H13.7.10
名四国道工事事務所 展示パネルに使用 巡間Ｅ遺跡 ＳＹ02全景 6X7カラーポジ2点 ～

　13.8.10
企画展「鍋の一万年 H13.7.10

鈴鹿市教育委員会 －煮炊の歴史」図録 大毛沖遺跡 鉄羽釜 6X7カラーポジ1点 ～

等に掲載 　13.8.10
企画展「愛知県西部の

名古屋市博物館 旧石器」展示パネルに 上品野遺跡 98Ｃ区石器出土状態 デジタルデータ提供 H13.7.10
使用
企画展「弥生時代の H13.7.13

敦賀市立博物館 ツルガ」図録等に掲載 朝日遺跡 鳥形木製品･土製品 6X7カラーポジ2点 ～

　13.8.28

横浜市歴史博物館 特別展「甦る大環濠 朝日遺跡
環濠と方形周溝墓･遠景･逆茂木･ 35mmカラーポジ1点 H13.7.13

集落」図録等に掲載
銅鐸埋納土坑･復元銅鐸･弥生ブタ･ 4X5カラーポジ1点 ～杭列 6X7カラーポジ6点 　13.8.13猫島遺跡 墓地と建物 計8点

「週刊ビジュアル H13.7.13
(株)青潭社 日本の歴史」81号に 朝日遺跡 ヤナ遠景･ヤナ近景･逆茂木 6X7カラーポジ3点 ～

掲載 　13.9.18
愛知県総務部総務課 朝日遺跡 63Ａ区遺構 35mmカラーポジ1点 H13.7.24
県史編さん室 県史編さんの資料 水入遺跡 99Ｄ区遺構 6X7カラーポジ2点 ～

計3点 　13.10.3
企画展「弥生都市は

伐採斧･加工斧･紡錘車と縫い針 6X7カラーポジ3点 H13.7.31 
佐賀県立博物館 あったか」図録に掲載 朝日遺跡 他掲載許可17点 ～

　13.10.31
愛知県総務部総務課 H13.7.31
県史編さん室 県史編さんの資料 水入遺跡 99Ｄ区遺構 6X7カラーポジ1点 ～

　14.2.6  
中世都市研究第８号

99調査区全景 プリント提供 H13.7.31(株)新人物往来社 『都市と職能民』に 清洲城下町遺跡
掲載

国土交通省中部地方整備局 地域情報マガジン 99調査写真 6X7カラーポジ1冊 H13.8.10
名四国道工事事務所 『ぐるり』に掲載 ＮＡ311 出土山茶椀 35mmカラーポジ20点 ～

デジタルデータ 　13.9.16
企画展「文字の登場、 木簡赤外線写真 H13.8.16美濃加茂市民ミュージアム そして広まり」図録 下懸遺跡 (撮影　奈良文化財研究所) デジタルデータ提供
に掲載
企画展「文字の登場、 下津北山遺跡 96区ＳＫ18･「佛」･「僧」墨書

H13.8.31美濃加茂市民ミュージアム そして広まり」図録 勝川遺跡 線刻埴輪 デジタルデータ提供
に掲載 門間沼遺跡 墨書土器
「新はばたく大愛知」 朝日遺跡 逆茂木 6X7カラーポジ1点 H13.8.10

(株)浜島書店 (小学生対象社会科 清洲城下町遺跡 石垣 35mmカラーポジ2点 ～

副読本)に掲載 　　　　計3点 　13.9.15

一宮博物館
市制80周年シンポジ

八王子遺跡(一宮市) 銅鐸レプリカ 銅鐸レプリカ1点
H13.9.12ウム『銅鐸から描く ～弥生社会』の際、 　13.11.5壇上に展示
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検　討　会

第115回	 2001.5.18	 平成 12年度研究紀要内容発表会

	 	 	 「松河戸・宇田様式の再編」	 	 	 早野浩二調査研究員

	 	 	 「建物方位でみる西三河の古代集落」		 永井邦仁調査研究員

	 	 	 「愛知県における鉄生産を考える（５）」	 蔭山誠一調査研究員

第 116 回	 2001.6.15	

第 117 回	 2001.7.19	 現場検討会	 「名古屋城三の丸遺跡」

第 118 回	 2001.8.17	 平成 13年度埋蔵文化財展視察（御津町ハートフルホール）

第 119 回	 2001.9.14	 発掘調査概要説明会

	 	 	 四池 A窯跡・巡間 E古窯・御船城跡・矢並下本城跡

第 120 回	 2001.10.19	 平成 12・13年度報告書概要説明

	 	 　第 94集　岡島遺跡		 松田　訓主任

	 	 　第 96集　天神前遺跡	 鈴木正貴調査研究員

第 121 回	 2001.11.16	 平成 13年度刊行報告書概要説明

	 	 　第 90集　志賀公園遺跡	 永井宏幸調査研究員

	 	 　第 91集　川原遺跡		 服部信博課長補佐兼主査

	 	 　第 95集　牛牧遺跡		 川添和暁調査研究員

第 122 回	 2001.12.14	

第 123 回	 2002.1.18	 平手町遺跡遺物等検討会・本川遺跡遺物等検討会

第 124 回	 2002.2.15	 奈良文化財研究所研修報告	 	 川添和暁調査研究員

	 	 銅鐸に伴う舌について	 	 服部信博課長補佐兼主査

	 	 報告書整理報告「本川遺跡」	 	 佐藤公保課長補佐兼主査

第 125 回	 2002.3.15

日付	 内                     容
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2001.5.17	 西川原１号墳	 福岡猛志（日本福祉大学）

2001.7.2	 川田遺跡	 城ヶ谷和広（愛知県立豊田南高等学校）

2001.7.10-11	 清洲城下町遺跡	 北垣聰一郎

2001.7.31	 本川遺跡	 西藤清秀（奈良県立橿原考古学研究所）

	 	 寺沢　薫（奈良県立橿原考古学研究所）
2001.8.22-23	 八王子遺跡	 山田　隆（大阪府教育委員会）
	 	 穂積裕昌（三重県埋蔵文化財センター）

2001.8.6-8	 矢迫遺跡	 穴澤義功

2001.8.28	 川田遺跡	 高橋克壽（独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所）

2001.9 〜 3	 八王子遺跡 /郷上遺跡 /平手町遺跡	 森　勇一（愛知県立明和高等学校）
うち火曜日のみ	 清洲城下町遺跡 /今町遺跡

2001.9.21	 八王子遺跡	 難波洋三（京都国立博物館）

2001.9.28	 水入遺跡	 岡本直久（（財）瀬戸市埋蔵文化財センター）

	 	 寺沢　薫（奈良県立橿原考古学研究所）
2001.9.28	 八王子遺跡	 山田　隆（大阪府教育委員会）
	 	 穂積裕昌（三重県埋蔵文化財センター）

2001.10.26	 今町遺跡	 齋藤基生

2001.11.14	 上品野蟹川遺跡	 福岡猛志（日本福祉大学）

	 	 石川日出志（明治大学）
2002.1.17-18	 平手町遺跡	 紅村　弘
	 	 佐藤由紀夫（浜松市博物館）

2002.3.8	 本川遺跡	 杉浦裕幸（豊田市郷土資料）

2002.3.20	 鶯窯跡	 藤澤良裕（（財）瀬戸市埋蔵文化財センター）
	 	 河合君近（（財）瀬戸市埋蔵文化財センター）

日付	 遺跡名	 指導者（所属）

報告書作成のための遺物等の指導

2001.9.17	 惣作・鐘場遺跡 /権現山遺跡	 渡辺　誠（名古屋大学）

2001.10.12	 中洞窯跡	 鈴木康弘（愛知県立大学）

2001.10.15	 中洞窯跡	 楢崎彰一（（財）瀬戸市埋蔵文化財センター）

2001.10.21	 鶯窯跡	 楢崎彰一（（財）瀬戸市埋蔵文化財センター）

2002.3.1	 朝日遺跡	 穂積裕昌（三重県埋蔵文化財センター）
	 	 橋本達也（鹿児島大学総合研究博物館）

2002.3.7	 朝日遺跡	 楢崎彰一（（財）瀬戸市埋蔵文化財センター）
	 	 諏訪兼則（日本福祉大学）
	 	 伊藤秋男（南山大学）
	 	 渡辺　誠（名古屋大学）

2002.3.14	 城山城跡	 伊藤秋男（南山大学）

2002.3.18	 鶯窯跡	 柴垣勇夫（静岡大学生涯学習教育センター）

日付	 遺跡名	 指導者（所属）

発掘調査現場における遺構・遺物等の指導
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ホームページ
内容の更新
日付	 カウント	 	 更新内容

	 2001.6	 13,462	 考古学関連イベント案内 /自然科学からみた考古学（寄生虫卵）/埋蔵文化財展開催案内 /資
料公開（上橋下遺跡出土木簡）/今月の考古学者（服部信博）/まいぶん愛知 PDF（64･65）

	 2001.7	 14,703	 考古学関連イベント案内 /調査速報（巡間E古窯・四池A窯跡）/今月の考古学者（赤塚次郎）

	 2001.8	 15,625	 考古学関連イベント案内 /今月の考古学者（皆見秀久）/季節のコレクション（桃石硯）/名
古屋城三の丸遺跡現地説明会案内

	 2001.9	 16,711	 考古学関連イベント案内 /権現山遺跡現地説明会案内 /自然科学からみた考古学（堆積物）/
今月の考古学者（蔭山誠一）

	 2001.10	 17,526	 トップページデザイン更新 /考古学関連イベント案内 /調査速報（名古屋城三の丸遺跡・御船
城跡・権現山遺跡）/今月の考古学者（武井繁樹）/まいぶん愛知 PDF（66）/ 中洞遺跡現地
説明会案内

	 2001.11	 18,474	 考古学関連イベント案内 /調査速報（惣作 ･鐘場遺跡・矢並下本城跡・中洞窯跡）/季節のコ
レクション（石包丁）/現場説明会資料 PDF

	 2001.12	 19,445	 考古学関連イベント案内 /自然科学からみた考古学（人骨）/今月の考古学者（木川正夫）

	 2002.2	 21,140	 考古学関連イベント案内 /上橋下現地説明会案内 /今月の考古学者（武部真木）/まいぶん愛
知 PDF（67）/ 鶯窯跡調査成果報告会

	 2002.3	 22,044	 考古学関連イベント案内 / 今月の考古学者（織部匡久）/ 季節のコレクション（化粧道具）/
城山城跡現地説明会案内

メールでの問合せ
日付	 件数	 	 主な問合せ内容

	 2001.4	 19	 勾玉はどうやって作るの？ /弥生時代の戦争の原因は？　など

	 2001.5	 9	 発掘調査にはどのようにしたら参加できるか？ /矢作川河床に土器があるのはなぜ？　など

	 2001.6	 8	 邪馬台国はどこにあったの？ /考古学に関連した仕事をするのは考古学者だけなの？　など

	 2001.7	 4	 センターの見学はできるのか？ /報告書の入手方法を教えて　など

	 2001.8	 9	 ぱれ〜す遺跡の由来 /岡崎市の岩津城の発掘調査は実施するのか？　など

	 2001.9	 6	 黒曜石という石について教えて /志賀公園遺跡出土の亀について教えて　など

	 2001.10	 7	 スフィンクスについて教えて /城山城の現説はいつですか？　など

	 2001.11	 12	 天目茶碗について教えて /文化財の指定の申請方法を教えて　など

	 2001.12	 4	 自然科学分析を行うのに資格が必要？ /報告書には何が載るの？　など

	 2002.1	 6	 高坏の脚部の穴の意味は？ /報告書の入手方法　など
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平成 13年度　愛知県埋蔵文化財センター　組織一覧

運営協議会委員
	 伊藤秋男	 南山大学教授

	 大野■郎	 県都市教育長協議会会長
	 	 　春日井市教育委員会教育長

	 沢田正昭	 独立行政法人文化財研究所
	 	 　奈良文化財研究所埋蔵文化財センター長

	 諏訪兼位	 日本福祉大学学長

	 楢崎彰一	 名古屋大学名誉教授
	 	 　（財）瀬戸市埋蔵文化財センター所長

	 山本卓司	 県教育委員会生涯学習監

	 渡辺　誠	 名古屋大学教授

専門委員
	 考古学	 楢崎彰一	 名古屋大学名誉教授

	 文献史学	 福岡猛志	 日本福祉大学副学長

	 地理学	 海津正倫	 名古屋大学教授

	 建築史学	 小寺武久	 中部大学教授

	 考古学
	 動物学	 渡辺 誠	 名古屋大学教授
	 植物学	

	形質人類学	 多賀谷 昭	 長野県看護大学教授

	 保存科学	 沢田正昭	 独立行政法人文化財研究所奈
良文化財研究所埋蔵文化財セ
ンター長

	 岩石学	 諏訪兼位	 日本福祉大学学長

	木材組織学	 木方洋二	 名古屋大学名誉教授

所長（兼管理課長）	 藤澤宣勝

	

管理課

	 課長補佐		 佐藤栄一

	 主 査	 	 種田享司

	 主 事	 	 中野成章	 佐藤啓子

	 	 	 吉田弘勝

調査課
	 課 長	 	 都築暢也	

	 課長補佐（兼主査）	

	 	 	 佐藤公保	 服部信博

	 主 査	 	 赤塚次郎	 石黒立人

	 	 	 小澤一弘	 竹内　睦

	 	 	 川井啓介

	 専門員	 	 宮腰健司	

	 主 任	 	 松田 訓	 酒井俊彦

	 	 	 池本正明

	 調査研究員	 藤岡幹根	 小嶋廣也	

宇佐見  　守	 鈴木正貴	

鈴木 裕	 樋上 昇	

武井繁樹	 織部匡久	

木川正夫	 堀木真美子

	 	 永井宏幸	 堀田剛史	

鬼頭 剛	 洲嵜和宏	

成瀬友弘	 武部真木	

皆見秀久	 蔭山誠一	

川添和暁	 永井邦仁	

早野浩二	 鵜飼雅弘

	 	

	 	 	 （平成 14年 3月１日現在）



本書は再生紙を使用しています。

　本書に掲載した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の

２万５千分の１地形図を複製したものである。

　	 （承認番号 平 13部複　第 329 号）
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